
「わがままな一脳外科医の夢」

日本医科大学 脳神経外科 大学院教授 森田 明夫

このたび日本医科大学脳神経外科教室に新しい一員として加わった森田です。2012 年年報に向け
て今回赴任するにあたってもった「夢」を語らせていただきたいと思います。
私は現在年齢 55 歳、信長であればとうに本能寺で滅ぼされておりますし、江戸時代であれば平均

年齢を 2SD超えております。
ただ私はこれからが自分に、そして日本医大の脳神経外科に、何ができるかを試す第一歩なのだと

思います。
脳神経外科は最初に組織的に治療を始めたHarvey Cushing 先生の時代から数えてもようやく 100

年という診療科です。脳神経外科における常識というのは極めて歴史が浅く、技術も科学もこれから
発展させていかねばならないものなのだと思います。
今不可能と思われる治療は数年後には可能になる可能性がある。
脳神経外科の未来はこれからです。
私自身とてもわがままな人生を生きてきました。東京大学の医局を 9年も離れ米国で好きな修練を

し、また日本に戻ってからも自分のやりたいように我を通してきました。「克己殉公」は日本医科大
学の学是です。それとは正反対な生き方をしてきたように思います。ただ人と迎合し、和をもって生
きているのみでは、自分の力を伸ばし、向上は困難です。人の役にたつ人間にはなれないというのも
一面と思います。
私が夢みているのは、これから日本医大はじめ全国の脳神経外科が 100 年後にも光り輝いているよ

うに、多くの人たちがこの領域にあつまり、個性を磨き、様々なベクトルを持って「とんがって」生
きていって欲しいということです。
自分勝手結構。それを元にいつも新しい自分を磨いてほしい。
その上で、力を最大限に持ち、最後には調和し、
1）自分たちのチームが患者さんたちにとって最後の砦となること
2）広い視野を持って こだわりを捨てる
3）100 年後の未来の脳神経外科医療の礎を築く
そのような環境を作る努力をすること。それが私の夢です。
これからも日本医科大学脳神経外科を楽しみに見ていて下さい。
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付属病院脳神経外科集合写真　H25.1.7　教育棟入り口前にて

寺本 明 先生退任記念祝賀会　H24.6.23　ホテルオークラ東京本館 1階曙の間にて
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教室年報 2012 に寄せて

日本医科大学名誉教授
東京労災病院 院長
寺本 明

まず、去る 2013 年 6 月 9 日に急逝されました中澤省三名誉教授に対し、教室を継承したものとし
て深甚なる哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。
さて、私が 2012 年 3 月付で定年より 1年早く退職し、患者さんや教室関係の皆様方に多大なご迷

惑をおかけしたことをお詫び申し上げます。患者さんに対しては、2月から告知を始め、4月以降は
客員教授として週 1、2回外来に来て 7月中には今後の診療の割り振りを完了しました。学位申請に
関しては、立山先生と大山（夏子）先生の手続きに関与し、救急医学の横田教授のご尽力により無事
取得に至りました。その他、大型研究費の責任者など、研究科長や教授としての仕事は実に多岐にわ
たり、やり残したことやご迷惑をおかけしたことが数多くありましたが、大半はネット上でのやり取
りで対応してきました。そういうことで 2012 年一杯は大学や教室の業務にかかわってきましたが、
2013 年 1 月に森田明夫先生が赴任して来られてからは、すっかり名誉教授として落ち着いておりま
す。
私が 1995 年に日本医科大学に赴任してきた当時、飯田橋の第 1病院は閉院に向けての準備中であ

り、一方、千葉北総病院は開院して 1年後という状況にありました。元来、第 1病院には脳神経外科
は置かれていませんでしたので、脳神経外科教室としては、以前より千葉北総病院が 1つ増えて 4つ
のクリニックを運営することになっていました。そのころ全く事情のわからなかった私を支えてくれ
たのが喜多村先生であり、その後も医局長、准教授として教室や学会運営面で全面的に協力をして頂
き感謝しております。
そもそも付属病院の脳神経外科は、診療領域が微妙な立ち位置にあります。すなわち、高度救命救

急センターの中にも脳外科班があって、これが脳卒中や頭部外傷を盛んに治療しています。また、旧
第 2内科は卒中内科であり、SCUにおいて急性期脳梗塞を積極的に扱っています。このような状況の
中で、うまく棲み分けをするとすれば、脳神経外科としては非救急疾患中心の医療という事になりま
す。そこで考えられるのが、脳腫瘍治療、脊椎脊髄外科、機能的手術、血管内治療、末梢神経手術とい
うことになり、私の赴任前も脳腫瘍を中心としつつ、卒中や外傷もそれなりに治療していました。
一方、私の専門が脳下垂体腫瘍であり、すぐ下にも脳腫瘍専門の人（吉田大蔵先生、足立先生、その

後、山口先生）が多かったため、周囲の診療科と軋轢を生じることはありませんでしたが、一つ間違う
と不毛な喧嘩になるところでもありました。実際、赴任当初、上記の周辺状況から脳腫瘍に加えて脊
椎脊髄外科と機能的手術をやっていくのが戦略的に良いかと考えました。しかし、当時は整形外科の
白井教授が脊椎、特に腰椎の専門家で、脊椎外科を始めるに当たっては大きな抵抗がありました。そ
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のためまずは準備期間として、釧路労災病院（木暮先生・その後、金先生ら）や独協大学に研修に出し
ました。そのうち整形外科の教授の交代もあり、国立国際医療センターから戻った戸田先生がぼつぼ
つ脊椎外科を始めてくれました。機能的手術や末梢神経手術も選手を育てようと希望者を募りました
が、こちらはなかなか成立せず、ずっと後年になって太組先生が千葉北総病院でてんかん外科を、ま
た梅岡先生がジャネッタ手術を立ち上げてくれました。血管内治療は千葉北総病院で小南先生（その
後、吉田陽一先生ら）が既に始めており、機器の関係で付属病院ではごく一部の疾患にしか適用できま
せんでした。
とにかく付属病院は、下垂体腫瘍を中心とする脳腫瘍の診療が主体となりました（田原先生・その

後、石井先生）。一方、千葉北総病院は地域社会との結びつきが強く競合病院も殆どないため、小林先
生、水成先生、村井先生が理想的な脳神経外科医療を実施していました。多摩永山病院（志村先生、
その後、野手先生、玉置先生）や武蔵小杉病院（高橋先生、その後、足立先生）も疾病内容は比較的バ
ランスは良かったのですが、病院規模が小さいことと、競合病院が近接しており十分な手術数が確保
できないという限界がありました。しかし、とにかく 4つの付属病院の脳神経外科を合わせると 120
ベッド以上になり、年間の手術数も 1,200 例前後となります。これを一つのユニットとして見ると日
本でも有数の施設であり、世界的にも伍していけるはずと考えました。しかし、個々に分けてしまう
とパワーとしては極めて弱いことになってしまいます。そこで、4病院 1教室、というスローガンを
掲げ、教育、診療、研究面で、4病院のスタッフが情報を共有し、それぞれの Subspeciality の研鑽に
資するような仕組みとしました。詳細は省略しますが、合同カンファランス、専門外来や専門手術の
相互乗り入れ、週間診療情報のネット開示など、現在では全てルーチンになっています。
森田明夫先生は、今後、教室に様々な新しい試みを吹き込んでくれるものと思いますし、そうでな

くては世代交代の意義がありません。しかし、4病院 1教室、という精神は基本理念として是非引き
継いで頂きたいと思います。そして、日本医科大学脳神経外科教室が、これからも輝き続ける存在で
あることを祈念して、教室年報 2012 年に寄せる言葉としたいと思います。

平成 25 年 6 月 20 日
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4） Murai Y，Teramoto A：〔自著〕Pediatric tumors-safe resection of hemangioblastoma using
indocyanin green videoangiograghy．Methods of Cancer diagnosis，Therapy and Prognosis，
2012；pp285―290，Springer．

5） 太組一朗：〔編集〕（特集）てんかんの治療法―てんかんの治療法．月刊波 12 月号，2012；
pp355，日本てんかん協会．

6） 太組一朗：〔編集〕（特集）てんかんの治療法―手術でなおす．月刊波 12 月号，2012；pp362―
365，日本てんかん協会．

7） 太組一朗：〔訪問記〕国際てんかん協会（IBE）訪問記．月刊波 9月号，2012；pp280―281，日本
てんかん協会．

8） 田原重志，石井雄道，寺本 明：〔分担〕第 2章臨床知識 C．治療総論 1．下垂体手術①．下
垂体疾患診療マニュアル，2012，診断と治療社．

9） 村井保夫，寺本 明，茂木奈津：〔自著〕疾患と看護がわかる看護過程 ナーシングプロセス
クモ膜下出血．クリニカルスタディ，2012；pp33―55，（株）メヂカルフレンド社．

10） 金 景成：〔分担〕頚椎前方除圧固定術―Williams-Isu 法のレビュー．痛み・しびれの脊椎脊
髄外科，治療の効果とレビュー，2012；pp16―17，Medical View．

11） 金 景成：〔分担〕頚椎前方除圧固定術―頚椎可動性を温存する手術法のレビュー．痛み・し
びれの脊椎脊髄外科，治療の効果とレビュー，2012；pp22―23，Medical View．

12） 金 景成：〔分担〕スペーサーを用いない頚椎椎弓形成術のレビュー．痛み・しびれの脊椎脊
髄外科，治療の効果とレビュー，2012；pp40―41，Medical View．

13） 金 景成：〔分担〕腰椎変性すべり症と腰椎分離すべり症に対する後方除圧術のレビュー．痛
み・しびれの脊椎脊髄外科，治療の効果とレビュー，2012；pp56―57，Medical View．

14） 金 景成：〔分担〕生体内分解吸収性材料のレビュー．痛み・しびれの脊椎脊髄外科，治療の
効果とレビュー，2012；pp84―85，Medical View．

15） 金 景成：〔分担〕脊椎手術に用いるセラミックに関するレビュー．痛み・しびれの脊椎脊髄
外科，治療の効果とレビュー，2012；pp88―89，Medical View．

16） 金 景成：〔分担〕超音波骨メスのレビュー．痛み・しびれの脊椎脊髄外科，治療の効果とレ
ビュー，2012；pp96―97，Medical View．

17） 金 景成：〔分担〕頚椎前方除圧固定術後の後弯形成に関するレビュー．痛み・しびれの脊椎
脊髄外科，治療の効果とレビュー，2012；pp120―121，Medical View．

18） 金 景成：〔分担〕脊椎手術後出血のレビュー．痛み・しびれの脊椎脊髄外科，治療の効果と
レビュー，2012；pp130―131，Medical View．

19） 金 景成：〔分担〕脊髄動静脈奇形に対する放射線療法のレビュー．痛み・しびれの脊椎脊髄
外科，治療の効果とレビュー，2012；pp136―137，Medical View．

20） 金 景成：〔分担〕脊椎・脊髄腫瘍に対する重粒子線治療のレビュー．痛み・しびれの脊椎脊
髄外科，治療の効果とレビュー，2012；pp140―141，Medical View．

21） 金 景成：〔分担〕神経根性疼痛の臨床診断・画像診断のレビュー．痛み・しびれの脊椎脊髄
外科，治療の効果とレビュー，2012；pp146―147，Medical View．

22） 金 景成：〔分担〕Tinel 様徴候―外来診察時に触れるべき箇所．しびれ，痛みの外来診療，
2012；pp42―44，中外医学社．

23） 金 景成：〔分担〕腰椎椎間板ヘルニアの自然経過．しびれ，痛みの外来診療，2012；pp53―
54，中外医学社．

24） 金 景成：〔分担〕見逃してはいけない病気．しびれ，痛みの外来診療，2012；pp67―70，中外

― 8 ―



医学社．
25） 金 景成：〔分担〕外来で経過をみる際のポイントと問題点．しびれ，痛みの外来診療，2012；

pp70―71，中外医学社．
26） 金 景成：〔分担〕難治性のしびれ，痛みに対する薬物治療ならびに脊髄刺激法．しびれ，痛み

の外来診療，2012；pp103―105，中外医学社．
27） 大山健一：〔分担〕拡大経蝶形骨手術―巨大下垂体腺腫．NS NOW 19 下垂体外科Update―大

きく変わった経蝶形骨手術，2012，Medical View．
28） 石井雄道，田原重志，寺本 明：〔分担〕第 2章 臨床知識 D．下垂体前葉疾患各論 32．下

垂体偶発腫瘍．下垂体疾患診療マニュアル，2012，診断と治療社．
29） 勝野 亮，谷川緑野：〔自著〕動脈の損傷．NS NOW 18 脳神経外科手術のトラブルシュー

ティング―リスクの克服，2012；pp26―31，Medical View．
30） 秋野公造，太組一朗：〔翻訳〕神経解剖集中講義第 2版，2012，医学書院．
31） 新井 一，寺本 明，塩川芳昭，大畑建治：〔編集〕神経外傷―Minimum Essential を押さえよ

う．NS NOW 17，2012，Medical View．
32） 井須豊彦，金 景成：〔自著〕首・肩・腕の痛みとしびれをとる本，2012，講談社．
33） 浦 裕之，太組一朗：〔自著〕第 5章 抗てんかん治療薬の副作用の疫学データと発現機序，

診断・治療の現状―第 3節 抗利尿ホルモン不適合分泌症候群（SIADH），水中毒．副作用軽減
化新薬開発，2012；pp368―371，技術情報協会．

34） 浦 裕之，太組一朗：〔自著〕第 5章 抗てんかん治療薬の副作用の疫学データと発現機序，
診断・治療の現状―第 4節 視覚異常，視調節障害．副作用軽減化新薬開発，2012；pp372―
375，技術情報協会．

35） 大畑建治，寺本 明，新井 一，塩川芳昭：〔編集〕脳神経外科手術のトラブルシューティン
グ―リスクの克服．NS NOW 18，2012，Medical View．

学会発表（国際学会）
【特別講演】
1） Teramoto A：Recent advancement of endoscopic pituitary surgery．2nd Tokyo Changhai

Friendship Neurosurgical Forum（Tokyo，Japan），2012．3．

【シンポジウム】
2） Tahara S，Kitamura T，Ishii Y，Takei M，Sanno N，Teramoto A：Endoscopic transsphenoidal

surgery for GH secreting pituitary adenomas． 5th Harbin International Neurosurgical
Conference & the WFNS education program（Harbin，China），2012．7．

3） Sakai K，Hamaguchi T，Noguchi-Shinohara M，Nozaki I，Sato T，Takumi I，Sanjo
N，Nakamura Y，Kitamoto T，Saito N，Mizusawa H，Yamada M：Prion protein propagation
in dura mater graft-associated Creutzfeldt-Jakob disease．Asian Pacific Prion Symposium
2012（Yokohama，Japan），2012．7．

4） Sanjo N，Nakamura Y，Kitamoto T，Yamada M，Hamaguchi T，Moriwaki F，Aoki M，
Kuroiwa Y，Nishizawa M，Takeda M，Inuzuka T，Abe K，Murai H，Murayama S，Takumi
I：Human prion diseases in Japan：a prospective surveillance from 1999．Asian Pacific Prion
Symposium 2012（Yokohama，Japan），2012．7．

【一般講演】
5） Mishina M，Kim K，Kobayashi S，Katayama Y：Relationship between outcome and

― 9 ―



polyunsaturated fatty acids level in acute ischemic stroke．International Stroke Conference
（New Orleans，Louisiana），2012．1．

6） Yamaguchi F：Real subcortical mapping under brain shift conditions in glioma surgery．2012
American Association of Neurological Surgeons Annual Meeting， 80 th AANS Annual
Scientific Meeting（Miami，Florida），2012．4．

7） Sakai K，Hamaguchi T，Noguchi-Shinohara M，Nozaki I，Sato T，Takumi I，Sanjo N，Nakamura
Y，Kitamoto T，Saito N，Mizusawa H，Yamada M：Prion protein propagation in dura mater
graft-associated Creutzfeldt-Jakob disease．PRION2012（Amsterdam，Neitherland），2012．5．

8） Kominami S：Embolization of brain and spinal cord AVMs with NBCA．Joint Meeting of The
10th Asia-Pacific Congress of Cardiovascular & Interventional Radiology（Kobe，Japan），
2012．5．

9） Suzuki M，Kominami S，Kobayashi S，Teramoto A：Endovascular embolisation with ethanol
and n-butyl cyanoacrylate to intracranial meningioma in the elderly without subsequent
surgery．10th meeting of Asian-Australasian Federation of Interventional and Therapeutic
Neuroradiology（Nagoya，Japan），2012．6．

10） Takumi I，Mishina M，Hironaka K，Oyama K，Yamada A，Adachi K，Hamamoto M，Kitamura
S，Yoshida D，Teramoto A：Simple solution for cerebrospinal fluid loss and brain shift in
semi-supine-positioned multitrack deep brain stimulation surgery ： Polyethylene glycol
hydrogel dural sealant capping．The Movement Disorder Society’s 16 th International
Congress of Parkinson’s Disease and Movement Disorders（Dublin，Irealand），2012．6．

11） Mishina M，Ishii K，Suzuki M，Kitamura S，Hashimoto M，Kimura Y，Sakata M，Oda K，
Toyohara J，Kobayashi S，Katayama Y，Ishiwata K：Evaluation of putaminal adenosine A1
receptors in drug naïve Parkinson’s disease measured with［11C］MPDX PET．The
Movement Disorder Society’s 16th International Congress of Parkinson’s Disease and
Movement Disorders（Dublin，Irealand），2012．6．

12） Ishii Y，Oyama K，Tahara S，Teramoto A：Endoscopic endonasal skull base surgery―
Results of our 23 cases． 23rd Annual Meeting of Asia-Pacific Endocrine Conference
（Bangkok，Thailand），2012．7．

13） Tamaki T，Node Y， Saito T， Saegusa H，Teramoto A：Hoarseness after carotid
endarterectomy．9th Asian Congress of Neurological Surgeons（Turkey，Istanbul）2012．9．

14） Tamaki T，Node Y，Saito T，Saegusa H，Teramoto A：Perioperative renal function in
carotid endarterectomy patients．9th Asian Congress of Neurological Surgeons（Turkey，
Istanbul）2012．9．

15） Mishina M，Kim K，Kobayashi S，Katayama Y：Relationship between polyunsaturated fatty
acids level and acute ischemic stroke in a Japanese farming area．Asia Pacific Stroke
Conference（Tokyo，Japan），2012．9.

16） Saito N，Kamiyama H，Takizawa K，Takebayashi S，Kobayashi T，Kobayashi R，Kubota
S，Ito Y：Strategy for bilateral dissecting vertebral artery aneurysm．11th Japanese &
Korean Friendship Conference on surgery for cerebral stroke（Seoul，Korea），2012．9．

17） Yamaguchi F：Intraoperative tracking of subcortical motor fibers in glioma surgery．2012
Congress of Neurological Surgeons Annual Meeting（Chicago，Illinois），2012．10．

18） Noha M，Takumi I，Kadekawa J，Teramoto A，Takara E：The establishment of professional
epilepsy practice where there is no full-time epilepsy specialist in the Okinawa island area―
our experience of kariyushi epilepsy project in the past 3 years―．66th Annual Meeting of
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American Epilepsy Society（San Diego，California），2012．11．
19） Takumi I，Noha M，Kadekawa J，Teramoto A：Misdiagnosed JME―a Japan-oriented

current problem in adult-epilepsy outpatient．66th Annual Meeting of American Epilepsy
Society（San Diego，California），2012．11．

学会発表（国内学会）
【招待講演】
1） 喜多村孝幸：頭痛診療における満足度の高い治療とは．第 32 回日本脳神経外科コングレス総

会，2012．5．
2） 田原重志：先端巨大症に対する集学的治療．第 32 回日本脳神経外科コングレス総会，2012．5.
3） 田原重志：先端巨大症に対する集学的治療．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，

2012．10．
4） 田原重志：内視鏡下経鼻的下垂体腫瘍摘出術の実際．第 10 回多摩視床下部下垂体勉強会，

2012．11．

【平成 23年度同窓会医学研究助成金受賞記念講演】
5） 村井保夫：蛍光脳血流解析の基礎的研究．第 80 回日本医科大学医学会総会，2012．9．

【平成 24年度奨学賞受賞記念講演】
6） 村井保夫：Indocyanine green videoangiography によるモニタリングを併用した撓骨動脈グラ

フトによる脳動脈瘤手術手技の開発．第 80 回日本医科大学医学会総会，2012．9．

【シンポジウム】
7） 田原重志，石井雄道，大山健一，喜多村孝幸，竹井麻生，山王直子，長村義之，寺本 明：内視

鏡下経鼻的下垂体腫瘍摘出術の周術期内分泌管理の実際．第 22 回日本間脳下垂体腫瘍学会，
2012．2．

8） 石井雄道，田原重志，大山健一，喜多村孝幸，寺本 明：当施設における下垂体癌の治療経
験．第 22 回日本間脳下垂体腫瘍学会，2012．2．

9） 水成隆之，小林士郎，梅岡克哉，纐纈健太，玉置智規，村井保夫，立山幸次郎，岩本直高，白銀
一貴，寺本 明：内頸動脈病変に対するRAグラフト術における合併症回避．第 21 回脳神経
外科手術と機器学会，2012．3．

10） 齋藤寛浩，上山博康，瀧澤克己，竹林誠治，小林 徹，小林理奈，清水立矢，久保田俊介：バ
イバス手術を成功させるためのセッティング．第 21 回脳神経外科手術と機器学会，2012．3．

11） 勝野 亮，谷川緑野，宮崎貴則，太田仲郎，野田公寿茂，久保田 尚，泉 直人，橋本政明：
当院における手術トレーニングの実際．第 21 回脳神経外科手術と機器学会，2012．3．

12） 永野 修，芹澤 徹，小南修史，樋口佳則，青柳京子，藤川 厚，町田利生，小林士郎，小野
純一，佐伯直勝：直径 3cm以下の小型AVMに対するガンマナイフ治療―塞栓術を併用した
安全な治療への取り組み―．第 21 回脳神経外科手術と機器学会，2012．3.

13） 玉置智規，野手洋治，齊藤寛浩，梅岡克哉，水成隆之：CEA前後の eGFR，尿蛋白及び造影剤
を使用しないCEA．第 11 回日本頸部脳血管治療学会，2012．6.

14） 金 景成，井須豊彦，森本大二郎，菅原 淳，小林士郎，寺本 明：頚椎前方手術の手術法選
択基準に関する検討．第 27 回日本脊髄外科学会，2012．6.

15） 金 景成，井須豊彦，小南修史，小林士郎：頭蓋頚椎移行部硬膜動静脈ろうに対する術中 ICG
蛍光造影に関する小経験．第 12 回日本術中画像情報学会，2012．7．
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16） 水成隆之：当院脳神経センターにおける脳卒中急性期管理―急性期からの合併症対策とリハビ
リテーション．第 15 回日本病院脳神経外科学会，2012．7．

17） 田原重志，喜多村孝幸，石井雄道，服部裕次郎，竹井麻生，山王直子，寺本 明：巨大下垂体
腺腫に対する内視鏡下経鼻的手術の手術成績．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，
2012．10．

18） 田原重志，石井雄道，服部裕次郎，杉山 誠，山王直子，寺本 明：下垂体腫瘍に対する内視
鏡下経蝶経骨手術の現状と展望．第 19 回日本神経内視鏡学会，2012．11．

19） 太組一朗，寺本 明：新しいてんかん治療 新規抗てんかん薬・難治性てんかんの外科治療・
てんかんネットワーク．第 40 回日本救急医学会学術総会，2012．11．

20） 山口文雄：脳腫瘍手術における intraoperative“Real Motor Tract Mapping”．第 18 回日本脳神
経モニタリング学会，2012．12.

【セミナー】
21） 喜多村孝幸：貴方の頭痛はどのタイプ？―今すぐ知りたい，頭痛ケア―．頭痛フォーラム，

2012．1．
22） 水成隆之：われわれの施設における脳底動脈本幹部動脈瘤治療の現状．12th International

Seminar of Cerebrovascular Disease，2012．2．
23） 喜多村孝幸：頭痛と上手に付き合うために―治療の最前線―．輝く女子のための頭痛ケア，

2012．2．
24） 太組一朗：迷走神経刺激療法―てんかん医療における位置づけとその導入―．難治性てんかん

治療研究会，2012．2．
25） 太組一朗：脳神経外科領域におけるてんかん治療―ケーススタディからみる日常診療と抗てん

かん薬の使い方―．東三河脳神経外科てんかん治療ミーティング 2012，2012．2．
26） 喜多村孝幸：脳脊髄液減少症について．第 35 回日本脳神経外傷学会，2012．3．
27） 太組一朗：Parkinson 病における STN-DBS 療法―脳神経外科医の立場から―．第 2回東神奈

川ニューロモデュレーション研究会，2012．3．
28） 喜多村孝幸：二次性頭痛の診断と治療．みやぎ頭痛予防・治療フォーラム，2012．3．
29） 山口文雄：脳腫瘍とてんかん．グラクソ・スミスクライン社員教育会，2012．3．
30） 山口文雄：脳腫瘍とてんかん 2．グラクソ・スミスクライン社員教育会，2012．7．
31） 太組一朗：脳波がなくてもわかるてんかんの話 発作症候，治療そして問診のコツ．第 4回

Kawasaki Epilepsy Network，2012．3．
32） 太組一朗：てんかんの診断と発作兆候―薬物治療から外科治療まで―．第 2回脳神経外科医の

ためのてんかん治療フォーラム，2012．3．
33） 太組一朗：成人てんかんの診断と治療―新規抗てんかん薬の使い分け―．第 1回八千代エリア

てんかん講演会，2012．3．
34） 喜多村孝幸：頭痛と上手に付き合うために―治療の最前線―．第 9回脳神経外科市民公開講

座，2012．4．
35） 小林士郎：脳神経外科領域のめまい―最新の診断と治療―．星薬科大学認定薬剤師研修生涯教

育講座，2012．5．
36） 石井雄道：下垂体外科の新しい術式．第 31 回東京成長ホルモン成長因子セミナー，2012．5.
37） 石井雄道：下垂体機能低下を来す脳神経外科疾患と手術―下垂体機能低下症について―．市民

公開講座―脳のホルモンってなに？，2012．5．
38） 山口文雄：術中神経路認識による脳腫瘍手術．第 58 回千葉神経外科研究会，2012．6．
39） 梅岡克哉：三叉神経痛の診断と外科的治療．第 13 回千葉頭痛研究会，2012．6．
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40） 太組一朗：変革するてんかん医療―新規抗てんかん薬・QOL・てんかん外科―．Epilepsy
Management Meeting，2012．6．

41） 太組一朗：成人てんかん診療のコツ―診断・薬剤選択・手術適応―．Epilepsy Management
Meeting，2012．7．

42） 太組一朗：脳神経外科医にとっての日常てんかん診療．第 2回阪神てんかんフォーラム，
2012．7．

43） 水成隆之：脳血管障害の基礎と臨床．第 115 回東葉臨床医学セミナー，2012．7．
44） 太組一朗：脳神経外科医の役割・最新のてんかん外科―てんかんの診断から最新の治療ま

で―．日本医師会生涯教育協力講座セミナー，2012．7．
45） 太組一朗：脳神経外科医から見た成人てんかん診療．第 2回てんかんを考える会（横浜市大精

神科てんかん診療グループ講演会），2012．8．
46） 金 景成：基礎から学ぶ頭部外傷―解剖から脳脊髄液減少症まで―．平成 24 年度成田市養護

教諭研修会，2012．8．
47） 山口文雄：てんかんの診断から最新の治療まで―日常診療に潜むてんかんをどう見極め，どこ

まで治療を行っていくべきか？．日医生涯教育協力講座セミナー，2012．9．
48） 山口文雄：てんかんの診断から最新の治療まで―てんかん治療における地域医療連携・病診医

療連携の重要性．日医生涯教育協力講座セミナー，2012．9．
49） 金 景成：病院で行う保存療法―薬物治療，シップ，神経ブロック等．釧路管内健康フォーラ

ム，2012．9．
50） 太組一朗：成人てんかん診療のエッセンス―日常てんかん診療のコツと専門医紹介のタイミン

グ―．湘南西部Epilepsy Forum（東海大学脳神経外科講演会），2012．9．
51） 石井雄道：下垂体機能低下を来す脳神経外科疾患と手術．イーライリリー社員研修会，2012．

9．
52） 金 景成：痺れ・痛みの外来治療―専門医がそのポイントをお教えします―．四街道地区医師

会生涯学習及び市民公開講座，2012．10．
53） 太組一朗：大人のてんかん―成人てんかん診療を担当する外科医の立場から―．日本てんかん

協会神奈川県支部 平成 24 年度第 2回てんかん市民講座，2012．10．
54） 小菊 実：脳腫瘍患者の幸せ．第 1回ABCカンファランス，2012．11．
55） 小林士郎：脳卒中とは…．千葉県脳卒中セミナー，2012．11．
56） 金 景成：硬膜内・硬膜外出血の対処法．AOSpine Advances Seminar 京都，2012．11．
57） 山口文雄：脳腫瘍．エーザイ社内講演会，2012．11．
58） 太組一朗：最近のニューロモデュレーション―外科医から見たパーキンソン病治療を中心

に―．汐田病院セミナー，2012．11．
59） 太組一朗：薬物療法．Tokyo Metropolitan Epilepsy Seminar，2012．12．
60） 小林士郎：脳卒中にならないために．白井市市民公開講座，2012．12．
61） 太組一朗：てんかんの治療．第 2回あさっての勉強会，2012．12．
62） 山口文雄：脳腫瘍とてんかん．大塚製薬招聘勉強会，2012．12．
63） 石井雄道：安全な基本・応用手技の習得―経鼻下垂体頭蓋底手術―．第 6回千葉神経内視鏡ハ

ンズオンセミナー，2012．12．

【一般講演】
64） 田原重志，石井雄道，大山健一，長村義之，寺本 明：下垂体腺腫に対する内視鏡下経鼻的手

術（eTSS）後の低ナトリウム血症についての検討．厚生労働省難治性疾患克服研究事業 間脳
下垂体機能障害に関する調査研究班 平成 23 年度班会議，2012．1.
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65） 竹腰 進，井野元智恵，平安山英世，中村直哉，寺本 明，長村義之：ゴナドトロピン産生腺
腫におけるホルモン産生のDNAメチル化制御機構．厚生労働省難治性疾患克服研究事業 間脳
下垂体機能障害に関する調査研究班 平成 23 年度班会議，2012．1．

66） 高野幸路，寺本 明，有田和徳：機能性下垂体腺腫の腫瘍発生原因と腫瘍増殖に関与する因子
の研究．厚生労働省難治性疾患克服研究事業 間脳下垂体機能障害に関する調査研究班 平成
23 年度班会議，2012．1．

67） 杉山 誠，田原重志，石井雄道，寺本 明：内視鏡下経鼻的下垂体腫瘍摘出術における髄液漏
治療の標準的基本手技の検討．第 16 回神奈川脳神経外科手術手技研究会，2012．9．

68） 古川美由紀，木下瑠璃子，伊藤めぐみ，駒形由未加，太組一朗，廣中浩平，山田 明，足立好
司：武蔵小杉病院脳神経外科病棟における長時間ビデオ脳波モニタリング検査の取り組み．第
16 回神奈川脳神経外科手術手技研究会，2012．1．

69） 太組一朗，饒波正博，嘉手川 淳，寺本 明：脳神経外科外来診療における新規抗てんかん
薬―処方動機とAdverse Effect の検討―．第 35 回日本てんかん外科学会，2012．1．

70） 太組一朗，廣中浩平，山田 明，足立好司，伊藤滋朗，岸 泰宏，寺本 明：MR患者における
迷走神経刺激療法の一例．第 69 回神奈川てんかん懇話会，2012．1．

71） 杉山 誠，吉田信介，福島雄大，立澤孝幸，熊井潤一郎，茂野 卓：当院での脳神経外科救急
における初期研修医の不安と PNLSの効果について．第 17 回日本脳神経外科救急学会，
2012．1．

72） 石井雄道，田原重志，大山健一，寺本 明：髄腔内播種により進展した下垂体癌の一例．第 21
回臨床内分泌代謝Update，2012．1．

73） 金 景成，井須豊彦，小林士郎，寺本 明：脊椎硬膜外血腫の手術．8th Neurosurgical Video
Conference，2012．2．

74） 太組一朗，廣中浩平，大山健一，山田 明，足立好司，寺本 明：腹痛発作のみを呈していた
ため診断困難であった内側側頭葉てんかんの一手術症例．新規AEDを考える会，2012．2．

75） 纐纈健太，石坂栄太郎，妹尾麻代，大村朋子，鈴木雅規，金 景成，小南修史，水成隆之，小
林士郎：細菌性動脈瘤破裂によるクモ膜下出血に対する手術例．第 5回東葛脳神経外科手術手
技研究会「千葉あすなろの会」，2012．2．

76） 梅岡克哉：三叉神経痛の外科治療．第 7回文京ニューロサイエンスフォーラム，2012．2．
77） 吉田大蔵，白銀一貴，寺本 明：下垂体腺腫の腫瘍浸潤と増殖におけるインターフェロン誘導

性膜貫通蛋白質 1（IFITM1）．第 22 回日本間脳下垂体腫瘍学会，2012．2．
78） 田原重志，石井雄道，大山健一，喜多村孝幸，竹井麻生，山王直子，長村義之，寺本 明：下

垂体腺腫を合併した IgG4 関連下垂体炎の検討．第 22 回日本間脳下垂体腫瘍学会，2012．2．
79） 山王直子：間脳下垂体疾患患者のリスク管理について―東日本大震災の経験から―．第 22 回

日本間脳下垂体腫瘍学会，2012．2．
80） 戸田茂樹：脳脊髄液減少症診断におけるRI cysternography と CTとの fusion 画像の有用性に

ついて．第 35 回日本脳神経CI 学会総会，2012．3．
81） 太組一朗，廣中浩平，山田 明，足立好司，寺本 明：迷走神経刺激療法を施行した 1例．第

3回インターシティニューロカンファレンス，2012．3．
82） 村井保夫，水成隆之，小林士郎，寺本 明：外科的手術を要した外傷性血管損傷の長期予後．

第 35 回日本脳神経外傷学会，2012．3．
83） 妹尾麻代，金 景成，石坂栄太郎，纐纈健太，大村朋子，鈴木雅規，小南修史，水成隆之，小林

士郎，寺本 明：上位胸髄損傷後，発見が遅れた不安定下位胸椎骨折の 1例．第 35 回日本脳神
経外傷学会，2012．3．

84） 山口文雄：付属病院脳神経外科の現状と展望―脳腫瘍―．第 695 回合同カンファレンス（特別
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合同カンファレンス），2012．3．
85） 山口文雄，展 広智，大村朋子，小島豊之，髙橋 弘，寺本 明：Pile Driving Technique によ

る Real Motor Tract Mapping．第 21 回脳神経外科手術と機器学会，2012．3．
86） 戸田茂樹，喜多村孝幸，寺本 明：慢性硬膜下血腫を伴う低髄液圧症候に対する治療戦略．第

21 回脳神経外科手術と機器学会，2012．3．
87） 田原重志，石井雄道，杉山 誠，喜多村孝幸，寺本 明：内視鏡下経鼻的下垂体腫瘍摘出術

（eTSS）の鞍底形成における吸収性体内固定用メッシュの使用経験．第 21 回脳神経外科手術と
機器学会，2012．3．

88） 村井保夫，纐纈健太，足立好司，亦野文宏，水成隆之，小林士郎，寺本 明：ICGvideoangiographyを
用いた前交通動脈瘤クリッピング後の評価．第 21 回脳神経外科手術と機器学会，2012．3．

89） 石井雄道，田原重志，大山健一，喜多村孝幸，寺本 明：トルコ鞍底形成の方法と工夫．第 21
回脳神経外科手術と機器学会，2012．3．

90） 石井雄道，田原重志，大山健一，喜多村孝幸，寺本 明：内視鏡下経鼻経蝶形骨手術の基本と
コツ．第 21 回脳神経外科手術と機器学会，2012．3．

91） 戸田茂樹：SIHの診断時の脳槽シンチとCTとの fusion 画像の有用性．第 10 回脳脊髄液減少
症研究会，2012．3．

92） 太組一朗，秋元正宇，寺本 明：脳神経外科手術後にみられるチタントラブル症例の検討．第
5回日本整容脳神経外科研究会，2012．3．

93） 関根鉄朗，高木 亮，天野康雄，松村善雄，村井保夫，寺本 明，鈴木由里子，汲田伸一郎：
4D-Flow MRI を用いた脳血流動態解析：EC-IC bypass 術後の逆行性血流の発現頻度．JRC
2012，2012．4．

94） 戸田茂樹，喜多村孝幸，寺本 明，中川俊祐：低髄液圧症候群の治療戦略―慢性硬膜下血腫合
併例について―．第 117 回（社）日本脳神経外科学会関東支部学術集会，2012．4．

95） 大村朋子，水成隆之，金 景成，小南修史，小林士郎，寺本 明：長期の経過を辿った転移性
脳腫瘍の一例．第 117 回（社）日本脳神経外科学会関東支部学術集会，2012．4．

96） 中川俊祐，土居 浩，吉田陽一，徳永 仁，望月由武人，中村精紀，長崎弘和，山川功太：嚥
下痛を併発した上位頚椎肉芽腫性炎症の 2例．第 117 回（社）日本脳神経外科学会関東支部学術
集会，2012．4．

97） 田原重志，石井雄道，竹井麻生，山王直子，横田裕行，寺本 明：頭部外傷後の重症型成人成
長ホルモン分泌不全症に対し成長ホルモンを導入した一例．第 85 回日本内分泌学会学術総会，
2012．4．

98） 石井雄道，田原重志，大山健一，喜多村孝幸，寺本 明：ラトケ嚢胞再発例に対する手術．第
85 回日本内分泌学会学術総会，2012．4．

99） 金 景成，井須豊彦，小林士郎，寺本 明：自家椎体を用いた頚椎前方固定術後 10 年以上の長
期成績に関する研究．第 41 回日本脊椎脊髄病学会，2012．4．

100） 水成隆之，小林士郎，梅岡克哉，纐纈健太，玉置智規，村井保夫，立山幸次郎，岩本直高，白
銀一貴，寺本 明：内頚動脈 blood blister like aneurysmの治療方針．第 41 回日本脳卒中の外
科学会，2012．4．

101） 畝本恭子，渡邊顕弘，北薗雅敏，中江竜太，鈴木 剛，足立好司，黒川 顕，横田裕行，寺本
明：脳卒中重症例初期診療における救命救急センターの初療の意義．第 41 回日本脳卒中の外
科学会，2012．4．

102） 小南修史，鈴木雅規，小林士郎，寺本 明：脳動静脈奇形に対する血管内治療―NBCAを用い
た塞栓術のOnyx に対する優位性．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．

103） 戸田茂樹，寺本 明：脳虚血再灌流時脳浮腫における cimetidine の効果について―ラットモデ
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ルでの検討―．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．
104） 玉置智規，野手洋治，齊藤寛浩，三枝英人，梅岡克哉，水成隆之：CEA術後嗄声回避への工夫．

第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．
105） 玉置智規，野手洋治，齊藤寛浩，梅岡克哉，水成隆之：CEA中に内頚動脈頭側に閉塞をきたし

た二例．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．
106） 村井保夫，水成隆之，小林士郎，立山幸次郎，岩本直高，纐纈健太，寺本 明：橈骨動脈グラフ

トの基本―80 例の反省を込めた基本手技―．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．
107） 梅岡克哉，水成隆之，玉置智規，村井保夫，立山幸次郎，岩本直高，纐纈健太，小林士郎，寺

本 明：頸動脈分岐部における，CEAと RA graft での適切な剥離面についての検討．第 41
回日本脳卒中の外科学会，2012．4．

108） 立山幸次郎，亦野文宏，寺本 明：高位病変に対する頸部内頸動脈内膜剥離術の工夫 耳下腺
の剥離と脳べらの活用によるC1上縁までの動脈切開．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．
4.

109） 勝野 亮，谷川緑野，宮崎貴則，太田仲郎，野田公寿茂，久保田 尚，泉 直人，橋本政明：
高位内頚動脈狭窄症に対する頚動脈内膜剥離術．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．

110） 鈴木雅規，小南修史，石坂栄太郎，纐纈健太，大村朋子，金 景成，水成隆之，小林士郎，寺
本 明：当院における心原性脳塞栓症患者のDWI-ASPECTの評価・解析．第 41 回日本脳卒
中の外科学会，2012．4．

111） 纐纈健太，村井保夫，足立好司，亦野文宏，水成隆之，梅岡克哉，小林士郎，寺本 明：SCS-
P02-7 インドシアニングリーンビデオ血管撮影を用いた術中前交通動脈血流評価．第 41 回日本
脳卒中の外科学会，2012．4．

112） 亦野文宏，村井保夫，足立好司，寺本 明：頭蓋内内頸動脈狭窄と甲状腺機能亢進症出血例，
二次性甲状腺機能亢進症例を含む 3症例の検討．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．

113） 古口徳雄，小沢義典，烏谷博英，小林士郎：千葉県共用脳卒中地域医療連携パスの使用状況と
課題―県医師会アンケート調査を中心に―．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．

114） 阿部雅志，池亀 敏，富田尚樹，加藤丈司，河原崎 昇，小南修史，小林士郎：急性期診療の
ためのMRI 検査に対する教育プログラム導入．第 41 回日本脳卒中の外科学会，2012．4．

115） 富田尚樹，阿部雅志，池亀 敏，阿部晃大，上田 司，加藤丈司，河原崎 昇，岡田 進，小
林士郎：脳血管障害患者に対する頭部MRA高速撮像法の検討．第 41 回日本脳卒中の外科学
会，2012．4．

116） 中江竜太，恩田秀賢，高山泰広，荒木 尚，直江康孝，布施 明，佐藤秀貴，吉田大蔵，横田
裕行，寺本 明：TCDによる脳血管攣縮の診断―mBFVの左右比を用いた検討―．第 41 回日
本脳卒中の外科学会，2012．4．

117） 玉置智規，野手洋治：脳内出血における血流依存性血管拡張反応と末梢動脈脈波速度．第 37
回日本脳卒中学会総会，2012．4．

118） 三品雅洋，神谷信雄，阿部 新，須田 智，酒巻雅典，大久保誠二，小南修史，水成隆之，小林
士郎，片山泰朗：中枢性肺胞低換気症候群を呈した延髄梗塞例における気管切開術の効果．第
37 回日本脳卒中学会総会，2012．4．

119） 中江竜太，恩田秀賢，高山泰広，荒木 尚，直江康孝，布施 明，佐藤秀貴，吉田大蔵，横田裕
行，寺本 明：TCDによる脳血管攣縮の診断―mBFVの左右比を用いた検討―．第 28 回スパ
ズム・シンポジウム，2012．4．

120） 金 景成，井須豊彦，小林士郎：糖尿病に認めたしびれに関する研究．第 1回しびれ・痛みの
研究会，2012．5．

121） 三品雅洋，鈴木正彦，石井賢二，北村 伸，長縄美香，木村裕一，橋本昌也，坂田宗之，織田圭
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一，豊原 潤，小林士郎，片山泰朗，石渡喜一：ジスキネジアを呈するパーキンソン病における
被殻アデノシンA2A受容体密度―［11C］TMSX PETを用いた検討―．第 53 回日本神経学会
総会，2012．5．

122） 山口文雄：脳腫瘍による症候性てんかんに対する治療の試み．第 2回千駄木脳腫瘍研究会，
2012．6．

123） 玉置智規，野手洋治，久保田 稔，水成隆之：CEAにおける迷走神経刺激装置の使用経験．第
11 回日本頸部脳血管治療学会，2012．6．

124） 太組一朗：皮質病変を伴う側頭葉てんかんの手術症例―慢性頭蓋内電極留置による発作記録と
言語野マッピング―．第 1回日本医科大学包括てんかん診療ミーティング，2012．6．

125） 木暮一成，井須豊彦，野手洋治，寺本 明：変形性腰椎症の手術時期と自然経過．第 27 回日本
脊髄外科学会，2012．6．

126） 木暮一成，井須豊彦，野手洋治，寺本 明：当科における前方除圧固定術の術式選択．第 27
回日本脊髄外科学会，2012．6．

127） 金 景成，井須豊彦，大村朋子，森本大二郎，菅原 淳，小林士郎，寺本 明：Super
FIXSORBによるTransarticular screw fixation を行った 1例．第 27 回日本脊髄外科学会，
2012．6．

128） 森本大二郎，井須豊彦，金 景成，今井哲秋，松本亮司，磯部正則，菅原 淳：腰椎金属固定
術後に残存・再燃した腰下肢症状の原因と対応．第 27 回日本脊髄外科学会，2012．6．

129） 森本大二郎，井須豊彦，金 景成，今井哲秋，松本亮司，磯部正則：上殿皮神経障害の診断お
よび外科的治療成績．第 27 回日本脊髄外科学会，2012．6．

130） 高島伸之介，原田直幸，高岡淑郎，松浦 浩：頚椎前方固定術における PEEK素材Device の
使用経験．第 27 回日本脊髄外科学会，2012．6．

131） 井須豊彦，森本大二郎，金 景成，今井哲秋，松本亮司：拘扼性上殿皮神経障害に対する手術
法．第 27 回日本脊髄外科学会，2012．6．

132） 今井哲秋，井須豊彦，森本大二郎，金 景成，松本亮司，磯部正則：若年者腰痛に対する上殿
皮神経剥離術の治療効果．第 27 回日本脊髄外科学会，2012．6．

133） 石坂栄太郎，纐纈健太，大村朋子，鈴木雅規，梅岡克哉，金 景成，小南修史，水成隆之，小
林士郎：出血発症の硬膜動静脈瘻の 1例．第 78 回東葛脳神経外科カンファランス，2012．6．

134） 吉田大蔵，白銀一貴，寺本 明：下垂体腺腫におけるインターフェロン誘導性膜貫通タンパク
質（IFITM1）の成長，浸潤，増殖におけるシグナル伝達の役割．第 53 回日本神経病理学会総
会学術研究会，2012．6．

135） 樋口直司，山口文雄，喜多村孝幸：治療に苦慮しているGliosarcoma の 1 例．第 24 回東京脳
腫瘍治療懇話会，2012．6．

136） 石井雄道，田原重志，喜多村孝幸，寺本 明：髄膜腫に対する経鼻頭蓋底手術．第 64 回関東脳
神経外科懇話会，2012．6．

137） 樋口直司，山口文雄，國保倫子，石井雄道，足立好司，喜多村孝幸：治療に苦慮している
Gliosarcoma の 1 例．第 17 回文京脳腫瘍研究会，2012．7．

138） 戸田茂樹：急激な意識障害をきたした脳脊髄液減少症に合併した慢性硬膜下血腫の 2症例．第
21 回日本意識障害学会，2012．7．

139） 本多正典，石栗由美，高橋陽子，大野佳恵，矢萩英子，佐々木優子，浮須由比，水成隆之：看
護ケアによる意識障害患者に対する覚醒の促し全身清拭―アロマオイル使用を実施して―．第
21 回日本意識障害学会，2012．7．

140） 甲斐恵里加，宇多川 恵，宇地原 綾，佐藤杏奈和，藤田美穂，西田穂奈美，本田直子，佐々
木優子，矢萩英子，水成隆之：はちみつを使用した口腔ケアによる肺炎予防の効果．第 21 回
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日本意識障害学会，2012．7．
141） 太組一朗，展 広智，山田 明，足立好司，饒波正博，寺本 明：皮質病変を伴う側頭葉てん

かんの一手術症例―慢性頭蓋内電極留置による言語野マッピング―．第 70 回神奈川てんかん
懇話会，2012．7．

142） 野手洋治，玉置智規，木暮一成，山崎道生：駅構内プラットホームでの事故“Platform
Accident”の臨床的検討．第 8回永山神経外科研究会，2012．7．

143） 関根鉄朗，高木 亮，天野康雄，松村善雄，村井保夫，鈴木由里子，汲田伸一郎：4D Flow
MRI を用いた眼動脈逆行性血流の臨床的評価：内頸動脈閉塞例における脳血流 SPECTとの
比較．第 40 回日本磁気共鳴医学会大会，2012．9．

144） 小菊 実，森本大二郎，松野 太，遠藤純男，田邉 豊，鈴木伸一，野村竜太郎：神経内視鏡
手術にてMRI 画像上 CRを得た PPTIDの一例．第 17 回日本脳腫瘍の外科学会，2012．9．

145） 吹野晃一：Translational Research in Japan：from the viewpoints of the global pharmaceutical
company．第 71 回日本癌学会学術総会，2012．9．

146） 服部裕次郎，田原重志，石井雄道，山王直子，井野元智恵，長村義之，寺本 明，喜多村孝
幸：下垂体機能低下を認めなかった IgG4 関連下垂体炎の一例．第 39 回日本神経内分泌学会
学術集会，2012．9．

147） 松野 彰，後藤芳明，山田 創，山田昌興，保谷克巳，村上峰子，廣畑倫生，石井雄道，寺本
明，山崎一人，石田康生：術前診断に苦慮した鞍上部腫瘍の一例．第 39 回日本神経内分泌学会
学術集会，2012．9．

148） 水成隆之，纐纈健太，大村朋子，鈴木雅規，梅岡克哉，金 景成，小南修史，小林士郎：脳底
動脈遠位部動脈瘤の 1例について．第 6回東葛脳神経外科手術手技研究会，2012．9．

149） 山崎道生，木暮一成，玉置智規，野手洋治：放射線治療後に発症した神経膠腫の二例．第 118
回社団法人日本脳神経外科学会関東支部会，2012．9．

150） 加藤丈司，富田尚樹，池亀 敏，永井淳司，阿部雅志，河原崎 昇，岡田 進，小林士郎：3
TMRI におけるT1強調型 FLAIR の造影効果―脳腫瘍の信号変化とコントラストについ
て―．日本放射線技術学会第 40 回秋期学術大会，2012．10．

151） 服部裕次郎，田原重志，喜多村孝幸，石井雄道，竹井麻生，山王直子，井野元智恵，長村義之，
寺本 明：GH産生下垂体腺腫に対する内視鏡下経鼻的手術による被膜外摘出の臨床病理学的
検討．第 8回アクロメガリーフォーラム，2012．10．

152） 饒波正博，嘉手川 淳，太組一朗：無てんかん手術地域におけるてんかん手術の決定につい
て―誰が勧め，決定し，術後治療しているのか―．第 46 回日本てんかん学会学術総会，2012．
10．

153） 太組一朗，饒波正博，嘉手川 淳，寺本 明：成人てんかん外来診療における JME．第 46 回
日本てんかん学会学術総会，2012．10．

154） 髙橋 弘：頭頸部Glomus tumor に対する Cyberknife 治療．（社）日本脳神経外科学会第 71 回
学術総会，2012．10．

155） 野手洋治，玉置智規，木暮一成，山崎道生：駅構内プラットホーム事故の臨床的研究．（社）日
本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10.

156） 水成隆之，梅岡克哉，纐纈健太，石坂栄太郎，小林士郎，玉置智規，村井保夫，立山幸次郎，
白銀一貴：内頚動脈解離性動脈瘤に対する治療戦略―blister like aneurysmを含めて．（社）日
本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

157） 吉田大蔵，白銀一貴，寺本 明：下垂体腺腫におけるインターフェロン誘導性膜貫通タンパク
質（IFITM1）の腫瘍成長に果たすシグナル解析に関する研究．（社）日本脳神経外科学会第 71
回学術総会，2012．10．
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158） 足立好司，山口文雄，野手洋治，小林士郎：中枢神経系原発悪性リンパ腫の画像診断―最近の
非特異画像の増加について―．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

159） 小南修史，鈴木雅規，渡邊 玲，永野 修，芹澤 徹，小林士郎：ガンマナイフ治療との組み
合わせを前提とした脳動静脈奇形の塞栓術．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，
2012．10.

160） 山口文雄，展 広智，國保倫子，樋口直司，大村朋子，石井雄道，小島豊之，喜多村孝幸，髙
橋 弘，寺本 明：脳腫瘍手術における“Real Motor Tract Mapping”．（社）日本脳神経外科学
会第 71 回学術総会，2012．10.

161） 戸田茂樹：頚椎前方固定における cylindrical cage と square type（box type）の違い―当院での
分析結果―．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

162） 戸田茂樹：SIHの画像診断―RI と CTとの fusion 画像を用いて．（社）日本脳神経外科学会第
71 回学術総会，2012．10．

163） 玉置智規，三枝英人，野手洋治，齊藤寛浩，梅岡克哉，水成隆之：CEAによる声帯麻痺回避へ
の工夫．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10.

164） 杉山 誠，吉田信介，石下洋平，大野晋吾，立澤孝幸，熊井潤一郎，石井雄道，田原重志，寺
本 明：内視鏡下経鼻的経蝶形骨下垂体腫瘍摘出術髄液漏修復標準的手技の検討．（社）日本脳
神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

165） 木暮一成，井須豊彦，野手洋治，寺本 明：頚椎症，腰椎症の手術時期と自然経過―特に外側
椎間板障害と自然経過に着目して―．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

166） 太組一朗，秋元正宇，寺本 明：整容を考慮した頭蓋形成術における新しい固定法の工夫―吸
収性プレートヒンジ型加工とハイドロキシアパタイトセメントによるハイブリッド法―．（社）
日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

167） 村井保夫，高木 亮，関根鉄朗，水成隆之，小林士郎，汲田伸一郎，喜多村孝幸，寺本 明：
4D-flow MRI による治療困難な内頸動脈瘤に対するRadial artery graft の評価．（社）日本脳神
経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

168） 齋藤寛浩，上山博康，瀧澤克己，竹林誠治，小林 徹，小林理奈，久保田俊介，伊藤康裕：両
側性解離性椎骨動脈瘤の治療方針．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

169） 金 景成，江本直也，井須豊彦，小林士郎：糖尿病性神経障害に伴うしびれに関する検討．
（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

170） 梅岡克哉，田草川 豊，尼崎賢一，小林士郎：三叉神経痛と舌咽神経痛の外科治療．（社）日本
脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

171） 石井雄道，大山健一，田原重志，喜多村孝幸，寺本 明：当院における内視鏡下経鼻頭蓋底手
術の治療成績．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

172） 山崎道生，木暮一成，玉置智規，野手洋治：放射線治療後に発症した神経膠腫の二例．（社）日
本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

173） 立山幸次郎：高位頸部内頸動脈狭窄症に対する術式の工夫下顎骨は誰にとって邪魔なのか？．
（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

174） 勝野 亮，谷川緑野，宮崎貴則，野田公寿茂，泉 直人，上山博康，橋本政明：小児もやもや
病に対する前大脳動脈・中大脳動脈領域への同時血行再建術の有用性と頭皮血流障害の予防．
（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

175） 小菊 実，岩本直高，森本大二郎，松野 太，田邉 豊，遠藤純男，住友博輝：頭部・腹部と
もに手術歴がある水頭症の腹腔鏡補助下脳室腹腔シャント術における手術手技と有用性．（社）
日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

176） 森本大二郎，井須豊彦，金 景成，菅原 淳，今井哲秋，山崎和義，千葉泰弘，穂刈正昭，松
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本亮司，磯部正則：腰椎術後の残存症状の原因であった上殿皮神経障害の治療成績．（社）日本
脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

177） 鈴木雅規，小南修史，渡邊 玲，小林士郎：当施設における海綿静脈洞部硬膜動静脈瘻塞栓
術．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

178） 大村朋子，山口文雄，足立好司，小林士郎：テモゾロマイド長期投与症例の検討．（社）日本脳
神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10.

179） 岩本直高：当施設での周術期合併症回避を目指した術前検査の検討．（社）日本脳神経外科学会
第 71 回学術総会，2012．10.

180） 纐纈健太，水成隆之，岩本直高，立山幸次郎，村井保夫，小林士郎：脳底動脈本幹部動脈瘤に
対する当施設での治療経験．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

181） 國保倫子，山口文雄，樋口直司，展 広智，石井雄道，寺本 明，喜多村孝幸：術中運動誘発
電位におけるBIS（Bispectral Index）と F-wave についての検討．（社）日本脳神経外科学会第
71 回学術総会，2012．10．

182） 亦野文宏，村井保夫，立山幸次郎，水成隆之，梅岡克哉，纐纈健太，小林士郎，喜多村孝幸：
治療困難な中大脳動脈瘤に STA-MCAバイパスを安全に行う為に．（社）日本脳神経外科学会
第 71 回学術総会，2012．10．

183） 白銀一貴，玉置智規，山崎道生，木暮一成，野手洋治：腫瘍内出血を繰り返し，治療に難渋し
た巨大大脳鎌髄膜腫の 1例．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

184） 樋口直司，山口文雄，展 広智，國保倫子，石井雄道，喜多村孝幸：自験例 100 症例から得ら
れた脳腫瘍手術における 5-ALA蛍光診断についての検討．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学
術総会，2012．10．

185） 展 広智，山口文雄，樋口直司，國保倫子，石井雄道，喜多村孝幸，寺本 明：症候性てんか
んを伴う脳腫瘍に対する治療の試み―摘出術におけるMSTの併用―．（社）日本脳神経外科学
会第 71 回学術総会，2012．10．

186） 石坂栄太郎，水成隆之，纐纈健太，大村朋子，鈴木雅規，梅岡克哉，金 景成，小南修史，小林
士郎：両側内頚動脈低形成に両側椎骨動脈狭窄を合併した一例．（社）日本脳神経外科学会第
71 回学術総会，2012．10．

187） 服部裕次郎，田原重志，石井雄道，山王直子，井野元智恵，長村義之，寺本 明，喜多村孝幸：
IgG4 関連下垂体炎の臨床病理学的検討．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．
10．

188） 中川俊祐，村井保夫，和田剛志，展 広智，喜多村孝幸，寺本 明：橈骨動脈グラフトを用い
た多発内頸動脈瘤による頸動脈―海綿静脈洞瘻の治療．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術
総会，2012．10．

189） 加藤丈司，河原崎 昇，岡田 進，小南修史，水成隆之，小林士郎：転移性脳腫瘍MRI にお
けるT1緩和時間と造影効果．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，2012．10．

190） 千葉泰弘，井須豊彦，森本大二郎，今井哲秋，穂刈正昭，金 景成，磯部正則：腰椎変性疾患と
腰椎周辺疾患の併存症例における治療戦略．（社）日本脳神経外科学会第 71 回学術総会，
2012．10．

191） 金 景成，井須豊彦，森本大二郎，千葉泰弘，菅原 淳，小林士郎：上臀皮神経障害患者腰痛
の放射線学的検討．第 47 回日本脊髄障害医学会，2012．10．

192） 金 景成，井須豊彦，小林士郎：脊髄損傷に伴う神経因性疼痛にノイロトロピン注が有効で
あった 2症例．第 47 回日本脊髄障害医学会，2012．10．

193） 井須豊彦，森本大二郎，千葉泰弘，金 景成，今井哲秋，磯部正則：腰痛を呈する拘扼性上殿
皮神経障害に対する手術法．第 47 回日本脊髄障害医学会，2012．10．
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194） 山口明子，小塚和豊，岡﨑舞子，妹尾麻代，金 景成，原 行弘：脊髄ショックの蔓延がリハビ
リテーションを阻害する．第 47 回日本脊髄障害医学会，2012．10．

195） 杉山 誠，立澤孝幸，熊井潤一郎，石井雄道，田原重志，寺本 明：内視鏡下経鼻的下垂体腫瘍
摘出術における髄液漏治療の標準的基本手技の検討．第 19 回日本神経内視鏡学会，2012．11．

196） 石井雄道，大山健一，田原重志，喜多村孝幸，寺本 明：内視鏡下経鼻頭蓋底手術―当院にお
ける治療経験と手術適応―．第 19 回日本神経内視鏡学会，2012．11．

197） 小菊 実，森本大二郎，松野 太，遠藤純男，田邉 豊，鈴木伸一，野村竜太郎：神経内視鏡
下腫瘍摘出術とサイバーナイフ定位放射線治療によりMRI 画像上 CRを得た PPTIDの一例．
第 19 回日本神経内視鏡学会，2012．11．

198） 太組一朗，廣中浩平，山田 明，足立好司，寺尾 健，寺本 明，百束比古，秋元正宇：外後
頭隆起の突出による頭痛に対し切除手術が著効した 2例．第 30 回日本頭蓋顎顔面外科学会総
会，2012．11．

199） 三品雅洋，鈴木正彦，石井賢二，北村 伸，長縄美香，木村裕一，橋本昌也，坂田宗之，織田
圭一，豊原 潤，小林士郎，片山泰朗，石渡喜一：ジスキネジアを呈するパーキンソン病にお
ける被殻アデノシンA2A受容体密度―［11C］TMSX PETを用いた検討―．第 24 回日本脳循
環代謝学会総会，2012．11．

200） 石井雄道，小林士郎，寺本 明：巨大下垂体腺腫に対する手術．第 10 回千葉下垂体疾患研究
会，2012．11．

201） 小南修史，鈴木雅規，渡邊 玲，小林士郎：外科的摘出術を前提としない脳動静脈奇形に対す
る最善の塞栓術．第 28 回 NPO法人日本脳神経血管内治療学会学術総会，2012．11．

202） 鈴木雅規，小南修史，小林士郎：micro AVMに関連した破裂前脈絡叢動脈遠位部動脈瘤の 1
例．第 28 回 NPO法人日本脳神経血管内治療学会学術総会，2012．11．

203） 阿部雅志，池亀 敏，富田尚樹，加藤丈司，河原崎 昇，小南修史，鈴木雅規，小林士郎：
PROPELLERを用いた頚動脈ステント留置術後経過観察法の検討．第 28 回 NPO法人日本脳
神経血管内治療学会学術総会，2012．11．

204） 池亀 敏，阿部雅志，富田尚樹，加藤丈司，河原崎 昇，鈴木雅規，小林士郎：頚動脈プラー
ク描出のための variable refocusing flip angle 3D fast spin-echo（CUBE）の検討．第 28 回 NPO
法人日本脳神経血管内治療学会学術総会，2012．11．

205） 寺尾 健，酒井直之，喜多村孝幸：片頭痛治療における漢方薬を用いた治療経験．第 40 回日
本頭痛学会総会，2012．11．

206） 大村朋子，國保倫子，纐纈健太，鈴木雅規，梅岡克哉，金 景成，小南修史，水成隆之，小林
士郎：Chondroma（軟骨腫）の 1例．第 75 回千葉北総神経放射線研究会，2012．11．

207） 金 景成：しびれ，痛みの診療―看護師との協調診療を行う上での工夫．第 36 回東北海道脊
髄疾患研究会，2012．11．

208） 梅岡克哉，田草川 豊，國保倫子，纐纈健太，大村朋子，鈴木雅規，金 景成，小南修史，水成
隆之，小林士郎：石灰化椎骨動脈が責任血管であった三叉神経痛の 1例．第 119 回社団法人日
本脳神経外科学会関東支部会，2012．12．

209） 展 広智，太組一朗，山田 明，足立好司，饒波正博，寺本 明：難治性複雑部分発作を呈す
る側頭葉腫瘍の 1手術例．第 119 回社団法人日本脳神経外科学会関東支部会，2012．12．

【座談会】
210） 山口文雄：硬膜形成術の工夫．脳腫瘍カンファランス，2013．3．
211） 山口文雄：脳腫瘍診療医のてんかんマネジメント―新規抗てんかん薬のインパクト―．2012．

11．
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平成 24年度文部科学省科学研究費採択状況

基盤研究（C）

森田 明夫
医工学を用いた微小外科手術技術評価と効果的トレーニング法の開発

挑戦的萌芽研究

寺本 明
下垂体腺腫におけるmiRNAの機能解析

基盤研究（C）

吉田 大蔵
下垂体腺腫の増殖における SDF-1 の役割に関する分子形態学的研究

平成 24年度厚生労働省科学研究費補助金

喜多村 孝幸
障害者対策総合研究事業（神経・筋疾患分野）
脳脊髄液減少症の診断・治療法の確立に関する研究（分担研究）

太組 一朗
難治性疾患克服研究事業
プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究
（分担研究、CJDサーベイランス委員、CJDインシデント委員）

田原 重志
難治性疾患克服研究事業
間脳下垂体機能障害調査研究班
間脳下垂体機能障害に関する調査研究（分担研究）

平成 24年度文部科学省私立学校施設整備費補助金

寺本 明、山口 文雄
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
中枢神経系疾患の診断・治療技術の創出を指向した基盤・臨床融合型研究の基盤形成

平成 23年度同窓会医学研究助成

村井 保夫
蛍光脳血流解析の基礎的研究

平成 24年度公益財団法人内視鏡医学研究振興財団研究助成B

大山 健一、田原 重志
精密ヒト鼻腔モデルを用いた経鼻的内視鏡下頭蓋底手術法の技術開発
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平成 24年度知的財産

発明者 山口 文雄、鈴木 一行
発明の名称 超音波手術器
特許番号 第 4933911 号
特許権者 学校法人日本医科大学、東京医研株式会社

発明者 石井 正一、山口 文雄
発明の名称 カーテンレール構造
特許番号 第 5009958
特許権者 株式会社アイスリー、学校法人日本医科大学
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超音波手術器構造図

《知的財産》

1．発明の名称 超音波手術器
特許第 4933911 号
特許権者 学校法人日本医科大学、東京医研株式会社
発明者 山口 文雄、鈴木 一行、佐藤 裕一郎
出願番号 特願 2007―024139
出願日 平成 19 年 2 月 2 日
登録日 平成 24 年 2 月 24 日

術中蛍光診断に関しての研究を進めてきたが（Photodiagnosis for frameless stereotactic biopsy of
brain tumor Photodiagnosis and Photodynamic Therapy 4, 71―75, 2007）、さらに治療への応用の基礎
実験を推進している（Low Frequency Ultrasonication Induced Antitumor Effect in 5-Aminolevulinic
Acid Treated Malignant Glioma. J Cancer Ther 4: 170―175, 2013）。この研究の中で開発した超音波治
療器も本学から特許申請し、このたび特許取得した。本研究は超音波治療機器メーカー（東京医研株
式会社）、蛍光診断治療薬メーカー（SBI ファーマ株式会社）、東京工業大学フロンティア研究機構、
日本医科大学第 1生化学教室との共同研究を進めている。

2．発明の名称 カーテンレール構造
特許第 5009958 号
特許権者 株式会社アイスリー、学校法人日本医科大学
発明者 山口 文雄、石井 正一
出願番号 特願 2009―136464
出願日 平成 21 年 6 月 5 日
登録日 平成 24 年 6 月 8 日
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カーテンレール構造の分岐ポイント

第 1世代のNY Tract Finder

医療現場での患者環境の向上を目指した研究を進めている。スペースの限られた病室において患者
のプライバシーを保ちながら、ベッドサイドでの処置や検査にて追加スペースが必要な場合に新たな
空間をつくるカーテンレールを考案した。発案、コンセプト設計は山口、カーテンレール分岐部構造
は株式会社アイスリーの石井氏によるものである。本学とメーカーから特許申請し、特許取得してい
る。このカーテンレールはすでにカーテンレールの国内トップメーカーであるTOSOから製品化さ
れ、ライセンス契約も済ませている。都立大久保病院へ納入済みで、韓国ソウルのサムスン病院にモ
デル機を設置済みである。国内のみならず、海外での事業展開も進めている。

3．発明の名称 双極刺激電極
特許第 4686772 号
特許権者 学校法人日本医科大学
発明者 山口 文雄
出願番号 特願 2005―161858
出願日 平成 17 年 6 月 1 日
登録日 平成 23 年 2 月 25 日

当教室での大脳マッピングの歴史は山口が 1998 年 8 月カリファルニア大学サンフランシスコ校
（UCSF）脳神経外科Mitchel S. Berger 教授のもとで大脳皮質マッピング・覚醒下手術について学んだ
後に日本医科大学脳神経外科において同技術の導入を始めたことに端を発する。研究の中で開発した
術中大脳マッピング用の双極刺激電極は本学から特許申請を行い、特許取得している。この機器に
よって、より安全な脳腫瘍摘出手術を実現し、国内の複数の大学病院において本機器の導入が進んで
いる（Intra-operative detection of motor pathways using a simple electrode provides safe brain tumor
surgery. J Clin Neurosci. 14: 1106―10, 2007）。機器の改良を常に行い、現在ではナビゲーションシステ
ムとの連動可能なバージョン IVとなっている。
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各賞受賞者

MDS Travel Grant, 16th International Congress of Parkinson’s Disease and Movement Disor-
der Society（Dublin, Ireland）

太組 一朗
MDS学会に初めて参加の機会を得たが、今年の日本からのトラベルグラントは他 1名（基礎系）で

あった。この小さな受賞は発表内容のNMC論文共著者となってくださった皆様のご支援によるもの
であるが、特に第二内科の三品雅洋先生のご指導にこの場をお借りして心からのお礼を申し上げま
す。今年の脳神経外科学会ホームページに異例の注意喚起がなされているが、論文のオーサーシップ
は科学の世界では最も重要視される根底的なものであり、違反など言語道断である。共同研究の大切
さである。これからも健全な研究が安心して遂行できるよう皆様のご理解をお願い申し上げたい。

平成 23年度同窓会医学研究助成金受賞記念講演

村井 保夫
Fluorescent angiography を用いた脳血流定量解析の基礎的研究
この度は、名誉ある日本医科大学同窓会医学助成を賜り、大変光栄に存じます。ご推薦、ご指導頂

きました寺本明名誉教授をはじめ、脳神経外科学教室の諸先生方にあらためての感謝を申し上げま
す。ICGVGの輝度解析に因る基礎的研究を推し進め、更に外科治療の予後改善に貢献出来ます様に
努力して参ります。今後とも、変わらぬご指導のほど、宜しくお願い申し上げます。

平成 24年度日本医科大学医学会奨学賞受賞記念講演

村井 保夫
Indocyanine green videoangiography によるモニタリングを併用した撓骨動脈グラフトによる脳動脈
瘤手術手技の開発
この度は、大変名誉ある日本医科大学医学会奨学賞を賜り、身に余る光栄と深謝しております。ま

た、ご推薦、ご指導頂きました寺本明名誉教授に、あらためて深謝申し上げます。本手術に直接のご
指導頂いた上山博康禎心会脳疾患研究所所長、更には、多くの症例を共に経験させて頂いた、小林士
郎教授、水成隆之准教授、脳神経外科学教室の先生方に深く感謝申し上げます。今後とも、諸先生の
変わらぬご指導のほど、宜しくお願い申し上げます。

第 8回アクロメガリーフォーラム奨励賞

服部 裕次郎
GH産生下垂体腺腫に対する内視鏡下経鼻的手術による被膜外摘出の臨床病理学的検討
私が壇上で発表原稿を読んだだけ程度の身なのは皆様の知るところと思います。真に受賞に値する

だけの実力をつけなさいという意味であることを肝に銘じ、今後も日々研鑽を積んでいきたいと思い
ます。
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学位論文要旨

寺尾 健（平成 24 年 3 月 14 日 甲 1343 号）
Early computed tomography signs as early predictors of hemorrhagic transformation under
heparinization in patients with cardiogenic embolism

AIM: Early computed tomography（CT）signs are crucial to predict the onset of hemorrhagic
transformation（HT）and are preventive to avoid a fatal hematoma after thrombolysis. In the present
study, we retrospectively reviewed the clinical records of patients receiving heparinization to investi-
gate the correlation between early CT signs and the frequency of HT.
METHODS: We reviewed 96 patients with cardiogenic cerebral embolism. These patients were
admitted within 24 h of the onset and were subsequently given 5000-15,000 units of heparin per day
for 3 days. Owing to CT on admission, early CT changes were evaluated. Patient characteristics were
also estimated, including evidence of hypertension, diabetes mellitus, hyperlipidemia, coronary heart
disease and history of smoking. The probability of hemorrhagic transformation, or good outcome and
independence was assessed by backward stepwise logistic regression analysis based on the
maximum likelihood ratio.
RESULTS: Higher baseline National Institutes of Health Stroke Scale（NIHSS）score, early CT signs
and absence of hyperlipidemia diversely correlated with the occurrence of HT. Also, the presence or
absence of early CT signs was significantly related to HT classification（χ（2）-test; P＜0.05）. It was
statistically significant that a higher baseline NIHSS score（OR 8.51; 95％ CI 3.11-27.75）affected the
outcome without showing a significant relationship to early CT signs.
CONCLUSIONS: Presence of early CT signs correlated more strongly with HT than with the interval
from symptom onset to hospital arrival. We might extend the therapeutic time for thrombolytic
therapy, only if the early CT sign does not appear.

Geriatr Gerontol Int. 2012; 12（3）: 418-424

平成 24年度日本脳神経外科学会専門医取得報告

亦野 文宏（専門医番号 7715）
國保 倫子（専門医番号 7647）
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2012 Best Neurosurgeon of the Year 賞および Best Researcher of the Year 賞

2003 年より、臨床と研究の部門で特に業績のみられた教室員に対して、賞を設けた。

Best Neurosurgeon of the Year 賞
梅岡 克哉
受賞理由：2011 年 4 月から 1年間、三井記念病院に国内留学し、数多くの微小血管減圧術（MVD）を
経験した。その経験をもとに 2012 年 4 月から千葉北総病院において上記の手術を多数行い、良好な成
績を得ている。
Best Researcher of the Year 賞
村井 保夫
受賞理由：論文「Preoperative liquidembolizationof cerebellerhemangioblastomasusingN-butyl cyanoacrylate」
が Neuroradiology. 2012 Sep; 54（9）: 981-988．に掲載され、impact factor において当医局で最も優秀な
論文と認められた。

過去の受賞
【2003 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 田原 重志
Best Researcher of the Year 賞 古川 哲也
【2004 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 木暮 一成
Best Researcher of the Year 賞 金澤隆三郎
【2005 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 吉田 陽一
Best Researcher of the Year 賞 金 景成
【2006 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 村井 保夫
Best Researcher of the Year 賞 吹野 晃一
【2007 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 太組 一朗
Best Researcher of the Year 賞 竹井 麻生
【2008 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 金澤隆三郎
Best Researcher of the Year 賞 鈴木 雅規
【2009 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 石井 雄道
Best Researcher of the Year 賞 岩本 直高
【2010 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 渡辺 玲
Best Researcher of the Year 賞 金 景成
【2011 年】
Best Neurosurgeon of the Year 賞 大山 健一
Best Researcher of the Year 賞 村井 保夫
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日本医科大学付属 4病院年間総括

付属病院脳神経外科
部長 喜多村 孝幸

平成 24 年度付属病院脳神経外科における論文業績は英文 16 編、和文 9編の計 25 編であった。こ
れに分担著書として 5編、編集 1編が加わる。学会発表は 95 回あり内国際学会は 5回であった。一
方、研究補助金に関しては、文部科学省科学研究費を 3件、厚生労働省科学研究費を 2件取得してい
る。また、4年前から戦略的研究基盤形成支援事業の研究代表者の教室として活動している。
当教室の基礎的な研究グループは、下垂体、悪性脳腫瘍、血管障害、脊椎脊髄、機能外科の 5つに

分かれている。また、治療を主体とした横断的なグループとしては、血管内治療、神経内視鏡、バイ
パス手術のグループが活動している。下垂体腫瘍は教室最大のテーマであるため、研究者も多く基礎
の教室や老人病研究所、さらには他大学との関連が深く、従って業績も最も多い。経蝶形骨下垂体手
術件数は 2,500 例を越え、さらに内視鏡単独手術も 1,000 例を越えた。この分野は引き続き、本邦を
リードする基礎的および臨床的研究業績を重ねていきたい。他の脳腫瘍については、教室で永年取り
組んできた悪性脳腫瘍の化学療法の基礎的、臨床的研究に加えて、症例報告がいくつかみられた。脳
血管障害は血管内治療の領域も含め、最近活動が活発になってきているが、千駄木地区の再開発のた
め充分な診療機器が備わっていないことが難点である。最近脊髄グループや機能外科への取り組みに
関する活躍が目立っている。脳神経外科という極めて多忙な診療活動をかかえながらも教室員には年
1編以上の論文投稿（審査有のもの）と助教以上には科研費応募を義務としている。
現在、脳神経外科医療は地方から崩壊しつつあり、東京近郊にもその影響は現れ始めている。それ

でも、当教室は本邦では屈指の診療・研究レベルを保持しているが、マンパワーが回復されない限
り、大きな飛躍は期待できない状況である。
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多摩永山病院脳神経外科
部長 野手 洋治

当科は「全ての患者様のために最大限の努力を惜しまない」を基本理念として診療を行っている。

1．臨床：129 例の手術を行った。内容は次の通り。
脳腫瘍（玉置、山崎担当） ：22 例
脳血管障害（玉置、山崎担当） ：42 例
内訳 脳動脈瘤クリッピング術 ：10 例

脳動静脈奇形摘出術 ： 5例
高血圧性脳内血腫除去術 ： 6例
頸動脈内膜剥離術 ：14 例
バイパス手術 ： 7例

脊髄・脊椎疾患（木暮、山崎担当） ：44 例
外傷（慢性硬膜下出血を含む） ：15 例
その他 ： 6例
＊術後 1カ月以内の死亡率：0％

2．研究
主として野手、玉置は脳血管障害、木暮は脊椎疾患、山崎は一般症例報告を行った。
発表論文（英文も含め）の中では、昨年脳卒中の外科学会での発表が評価され、「玉置智規、野手

洋治、寺本 明：橋、延髄海綿状血管腫 5例の直達手術．脳卒中の外科 40, 154-158, 2012」が学会推
薦論文として発表された。

3．教育
BSLに対しては、「脳外科に興味を持って頂く」べく、通常の講義以外に積極的な手術見学、顕微

鏡を用いた血管吻合などの指導も行った。
また、玉置は南多摩看護学校で、講師として脳外科臨床講義を担当した。

4．年間行事
当科では年間 2回のペースで多摩近隣の脳外科医を対象とした「永山神経外科」を開催している。

本年の講演内容は以下の如くであった。
第 7回（平成 24 年 2 月 10 日）
講演 I 「法的脳死判定に関する諸問題―自験例 3症例の実際―」（野手 洋治）
講演 II 「小児頭部外傷の最近の動向」

東京医科大学茨城医療センター脳神経外科 教授 三木 保

第 8回（平成 24 年 7 月 20 日）
講演 I 「駅構内プラットフォームでの事故“Platform Accident”の臨床的検討」（野手 洋治）
講演 II 「頭蓋底外科における手術シミュレーション」

東邦大学医学部医学科 脳神経外科学講座 教授 周郷 延雄
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武蔵小杉病院脳神経外科
部長 足立 好司

平成 24 年は、足立が部長となって 1年 8か月となった年である。平成 23 年 10 月より大山が米国
留学されてからは部長を含めて医局員数が足立、太組、山田、廣中の 4名となり、これに伴い、全日
当直をやむなく中止して週 2回の当直体制とし、また、Stroke Care Unit（SCU）の運用を休止した。
当直日以外の救急外来は足立が担当し、病棟対応はこれ以外の医局員で運用した。また主に付属病院
から外来と当直の援助を頂いた。4月からは廣中に代わり、展が参画した。この結果、総収入は前年
より減少（前年比 96.1％）したが医局員 1人あたりの収益は増加していた。
外来総患者数は 7751 件であった。入院総患者数は 194 件であった。手術総数（救命救急センターヘ

ルプ分を含む）は 81 件であり、内訳は腫瘍 16 件、血管障害 6件、外傷 16 件、感染 1件、水頭症 17
件、機能性疾患 16 件、血管内治療 2件、その他 7件であった。手術・非手術入院を含めて、傾向と
して腫瘍と機能性疾患（てんかん、パーキンソン病）が増加している反面、血管障害が減っている。当
院は神経内科が 9月まで、部長 1人の体制であったため（10 月より 2人増加となっている）、脳梗塞
の入院治療が多く全体としては血管障害患者数は微減であるが、手術症例数は減少している。
当施設は日本脳神経外科学会専門医訓練プログラムの関連施設であるが、日本脳卒中学会研修教育

病院、神奈川県唯一のてんかん治療認定施設に認定されている。
施設としては、神奈川脳腫瘍フォーラム事務局を務め、年 2回の研究会開催を行っている。また、

川崎市民アカデミー 2012 を開催し、当院 5医師による市民講演会を企画した。また、当施設ならで
はの特徴として、毎月脳波カンファランスを行っている。
最近になり、漸く近隣諸施設からの脳腫瘍患者が増えてきており、腫瘍内科の新設もあり、更なる

症例数の増加を期待したい。また、てんかん、薬剤抵抗性パーキンソン病の外科治療は年を追うごと
に増加しており、治療成績もよい。
将来構想としては、平成 26 年度に新病院が着工される見通しであり、敷地 7000 坪のグラウンドに

建設計画がある。
当施設は医局員減少や手術枠・病室の制限、看護師不足などのために現状では症例数を大幅に伸ば

すのは困難な状況である。しかし、新病院建設の暁には、脳腫瘍や機能性疾患など大学病院ならでは
の疾患センターを作ることができるような脳神経外科設備を目指して negotiation したいと考えてい
る。
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千葉北総病院脳神経外科
部長 小林 士郎

2012 年 1 月 26 日で開院満 18 年が経過し、19 年目を迎えた千葉北総病院脳神経外科は、付属病院
脳神経外科と綿密な関係を保ちながら、脳血管障害、頭部外傷、脳腫瘍、脳代謝、脳血管内手術、脊
髄脊椎外科、機能的脳神経外科、脳神経外科看護、頭痛、脳卒中地域連携、神経放射線、コンティ
ニュイングエデュケイション、公益社団法人日本脳卒中協会千葉県支部を中心とした臨床および基礎
的研究を行った。
①脳血管障害：内頚動脈病変に対するRAグラフト術における合併症回避の方法を発表した。又、

脳底動脈本幹部動脈瘤治療の現状を述べた。脳卒中治療室 SCU12 床を有する当院は、日本脳卒中学
会認定研修病院として認定された。水成隆之准教授が脳血管障害の治療にあたる脳神経センターの副
センター長に任命された。「ブレインアタックフォーラムイン千葉」の運営に参加するとともに、脳血
管障害を中心とする「千葉県北総地区高齢者フォーラム 2012」を開催した。
②頭部外傷：ゴルフカートに関係する頭部外傷例の継続研究を行った。上位胸髄損傷後、発見が遅

れた不安定下位胸椎骨折例の検討を行った。外科的手術を用いた外傷性脳血管障害の長期予後を論じ
た。院内に頭部外傷が深く関与する児童虐待の委員会を設置した。
③脳腫瘍：テモゾロマイド長期投与例の報告を行った。転移性脳腫瘍MRI におけるT1緩和時間

と造影効果について詳細に検討した。石井雄道医局員を中心に神経内視鏡下経蝶形骨洞アプローチに
よる下垂体腺腫除去術を定期的に施行した。脳下垂体腺腫に対する特殊外来を継続した。巨大下垂体
腺腫に対する手術手技の検討を行った。「千葉下垂体疾患研究会」の運営に関与した。
④脳代謝：ヒト被殻におけるアデノシンA1及びA2Aレセプターの加齢変化を「Synapse」に誌上

発表した。
⑤脳血管内治療：Wake-up ischemic stroke に対するMerci Retriever の応用の可能性を「脳卒中」に

誌上発表した。ガンマナイフ治療との組み合わせを前提とした脳動静脈奇形の塞栓術に対し検討を加
えた。海綿静脈洞部硬動静脈瘻の塞栓術を発表した。2011 年度は鈴木雅規病棟医長が日本脳血管内
治療学会の専門医に認定されたが、本年度は小南修史准教授が指導医に認定された。今後は当施設が
同学会の訓練施設に認定されると思われる。「第 23 回房総脳神経血管内治療カンファレンス」の運営
に関与した。
⑥脊髄脊椎外科：腰痛を呈する拘扼性上殿皮神経障害に対する新しい手術法を開発した。頚椎前方

手術法の手術選択基準に関する検討を加えた。2011 年度金景成講師が日本脊髄外科学会の指導医（全
国 63 名）に認定されたが、今後は当施設が同学会の訓練施設に認定されるものと思われる。
⑦機能的脳神経外科：三叉神経痛と舌咽神経痛の外科治療を発表した。石灰化椎骨動脈が責任血管

であった三叉神経痛を報告した。MVDの手術手技の習得目的にて三井記念病院脳神経外科に国内留
学していた梅岡克哉講師が 4月より復帰し、12 月までに 28 例のMVDを施行した。てんかんの外科
を目的としたてんかん外来を継続した。
⑧脳神経外科看護研究：開設当初より日本意識障害学会において発表してきたが、本年度も同学会

にて看護ケアによる意識障害患者に対する覚醒の促し、全身清拭、アロマオイル使用を実施して及び
はちみつを使用した口腔ケアによる肺炎予防の効果を発表した。また日本脳神経看護研究学会におい
て看護ケアによる意識障害患者に対する覚醒の促しを発表した。
⑨頭痛：三叉神経痛の診断と外科的治療の総説を行った。「千葉頭痛研究会」の運営に関与した。
⑩脳卒中地域連携：千葉県共用脳卒中地域連携パスの使用状況と課題に関しての報告を行った。千

葉県における共用脳卒中地域連携パスの原形である印旛脳卒中地域連携パス（INCLIPS）の効果を「日
医大医会誌」に誌上発表した。千葉県共用脳卒中地域連携パスを県下に広く浸透させる目的として千
葉県と県医師会との共催による「平成 23 年度千葉県脳卒中連携の会」の運営に関与した。又、同目的
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にて年 3回開催された「平成 23 年度千葉県脳卒中医療連携意見交換会」の運営に関与した。千葉県共
用地域医療連携パスワーキンググループ脳卒中部会の運営に関与した。
⑪神経放射線：Chondroma（軟骨腫）の 1例を報告した。千葉県における神経放射線学の発展の為

に、第 73 回、第 74 回、第 75 回の千葉北総放射線研究会（クレジット 3点）を開催した。
⑫コンティニュイングエデュケイション：年 3回開催される「千葉神経外科研究会」（クレジット 3

点）、年 2回開催される「東葛脳神経外科カンファランス」の運営に関与した。第 464 回日本医科大学
医学会特別講演会を開催した。平成 23 年度日本医科大学千葉北総脳神経外科特別講演会を開催した。
⑬公益社団法人日本脳卒中協会千葉県支部：2008 年 6 月に公益社団法人日本脳卒中協会千葉県支

部が当医局内に設置された。2012 年度には STOP ! NO卒中キャンペーン 全国統一エリア会議（千葉
市）5月、第 11 回脳卒中市民公開講座（印西市）5月、第 3回千葉北脳卒中地域連携パス研究会（佐倉
市）6月、第 5回千葉県脳卒中急性期医療協議会（千葉市）6月、千葉県Care AF講演会（千葉市）7
月、第 115 回 東葉臨床医学セミナー（佐倉市）7月、脳卒中後うつ研究会（印西市）7月、流山市医
師会学術講演会（流山市）10 月、千葉県脳卒中セミナー（千葉市）11 月、脳卒中地域医療連携プロジェ
クト SCRUM（千葉市）11 月、印旛市郡脳卒中講演会（印西市）11 月、成田市脳卒中市民公開講座
（成田市）12 月、白井市民公開講座（白井市）12 月を共催した。
脳卒中急性期の stroke bypass を構築する目的で、脳卒中急性期病院、行政、救急隊員に呼びかけ

て設立した千葉県脳卒中急性期医療協議会も継続して開催した。
脳卒中対策基本法を早期実現するための署名活動を積極的に実施した。脳卒中の一次予防・二次予

防を目的としたさまざまな啓発・社会貢献活動に取り組んだ。
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第 40回日本頭痛学会総会 開催報告

第 40 回日本頭痛学会総会会長 喜多村 孝幸

第 40 回日本頭痛学会総会を 2012 年 11 月 16 日（金）・17 日（土）の二日間、東京都文京区の東京ドー
ムホテルにおいて開催させて頂きました。日本頭痛学会は今回、第 40 回の記念大会を迎えたことから、
前日の 15 日（木）午後には記念セミナーを開催しました。日本頭痛学会は、神経内科医、脳神経外科
医、小児科医、ペインクリック医、口腔外科医など多岐にわたる専門家から構成され、会員数は現在
2,000 名を超えており、国内で 3,500 万人と言われる頭痛患者を対象として、頭痛医療の研究、臨床を
発展させることを目的とした学会です。日本医科大学とも関連が深く、第 21 回会長を赫彰郎本学理
事長が、第 38 回会長を片山泰朗本学神経内科教授が務められています。今回は「第 40 回」という節目
の学会であることから、メインテーマを「頭痛医療の温故創新」とし、40 年前の学会が発足した頃か
ら永年議論されてきたことを十分踏まえて、本総会を頭痛医療の今後の展開に繋げるきっかけとする
ことを目指しました。
本総会では、会長講演、特別講演、招待講演、シンポジウム、特別企画、生涯教育セミナー、一般

講演、ランチョンセミナー、イブニングセミナーという盛り沢山の企画で、約 250 の演題が発表され
ました。会長講演「脳神経外科医は頭痛とどう向き合うべきか」、特別講演は日本頭痛学会理事長坂
井文彦先生の「日本頭痛学会、世界への挑戦」、日本頭痛協会会長間中信也先生の「日本頭痛学会の来
し方、行く末」、また招待講演は頭痛研究の世界的権威である英国のAnne MacGregor 先生に「Man-
agement of Migraine during Pregnancy」、ドイツのHartmut Gobel 先生に「Development and imple-
mentation of coordinated integrated health care in headache medicine: The nationwide German head-
ache treatment network」について御話いただきました。また特別企画およびシンポジウムでは「新し
い慢性頭痛の診療ガイドライン：公開直前討論：」、「二次性頭痛の現状と展望」、「脳脊髄液減少症」、
「頭痛とてんかんの関連性」、「三叉神経痛と神経障害性痛との見極め」、「頭痛診療のトピックス」につ
いて活発な討論が行なわれました。日本頭痛学会は現在年々着実に会員数も増加し、頭痛専門医制度
も定着してきており、発展と充実の時を迎えています。頭痛研究と臨床において世界のトップを目指
す日本にとって、過去最高の 1,000 名以上の参会者を数え、大きな節目となる学会であったと自負し
ています。本学会開催に際しては、教室の先生方をはじめ、関係各位の多大な御支援により成功裡に
終えることができたことを心から感謝しています。
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①懇親会にてDr. Snydermanと ②懇親会にてDr. Gardner、Dr. Inoue
（東北大学）と

③頭蓋底外科センター25周年記念
講演会にてDr. Sekhar、Dr. Jhoと

海外留学報告

2011 年 10 月からピッツバーグ大学に留学させていただき早くも 1年以上が経過いたしました。さ
しあたって留学の中間報告と今後の展望につきご報告申し上げます。
ピッツバーグ大学頭蓋底外科センターにおきまして主にこれまでは手術見学に従事いたしておりま

した。下垂体病変を含めた多くの頭蓋底手術があり、大変良い勉強になりました。またこの間 2度の
cadaver dissection course が行われ、その際には知識を深めるだけではなく、多くの先生がたと交流
することができ、大変貴重な経験をさせていただきました。ただ実は以前から手術解剖の研究にも従
事させてほしいとお願い致しておりましたが、諸事情により残念ながら従事するにはいたりませんで
した。当方としては引き続き手術見学のみを行うことに閉塞感をおぼえておりましたので、この状況
を打開すべく以前から面識のあるDr. Prevedello に相談致しました。Dr. Prevedello はかってピッツ
バーグ大学脳神経外科のスタッフでしたが、現在はオハイオ州立大学脳神経外科のminimally inva-
sive cranial surgery programの director であり、著名な耳鼻科医であるDr. Carrau と共に多くの内
視鏡下頭蓋底外科手術を行っています。また dissection lab も運営しており、その lab で今後当方が
手術解剖の研究に従事することに関し快諾をいただきました。その後VISAの変更手続きや引っ越し
等を経て昨年の 11 月よりオハイオ州立大学での研修生活をスタートさせていただきました。オハイ
オ州立大学はオハイオ州の州都であるコロンバスにあります。コロンバスはピッツバーグから車で 3
時間程の距離の中西部に位置しており、気候はピッツバーグとほぼ同じです。人口は 70 万人程で
ピッツバーグの約 2倍ですが、比較的歴史の浅い新しい街のようで、よりのどかな印象をうけます。
コロンバスにはホンダ自動車の米国工場があり、この街での重要な産業の一つとなっているようで
す。ホンダの工場があるおかげだと思うのですが、オハイオ州では日本の自動車免許を保有している
と無試験で現地の自動車免許を取得することができます。また日本食レストランも多くあり、日本の
食材店の品揃えも比較的豊富で、住みやすい街である印象です。この地においてこれまでの手術見学
の知見を生かし、頭蓋底外科手術に関する新たなる解剖学的知見が得られるように研究に取り組みた
いと思っております。
以上ご報告申し上げます。引き続きのご支援何卒よろしくお願い申し上げます。

武蔵小杉病院脳神経外科
病院講師 大山 健一
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レジデント紹介

日本医科大学付属病院脳神経外科
助教・医員（H23 年度入局）
展 広智

入局 2年目の展 広智と申します。入局 1年目附属病院で山口先生、戸田先生、田原先生、村井先生、
石井先生に暖かく御指導をいただき、現在武蔵小杉病院足立先生、太組先生、山田先生に丁寧に御指
導して頂いております。不器用の自分ですが、まだまだ入門程度しかできない状態で、もっとしっか
り勉強しないといけないと反省しております。これからも引き続き御指導、御鞭撻の程宜しくお願い
致します。

日本医科大学付属病院脳神経外科
専修医（H23 年度入局）
石坂 栄太郎

入局 2年目の石坂栄太郎です。日本医大を卒業後、同愛記念病院で 2年間の初期研修を行い、母校
の脳神経外科に入局させて頂きました。初期研修に脳神経外科がなく、知識も経験も学生と変わらな
いような自分でしたが、医局の先生方には非常に丁寧に御指導いただきまして、入局して良かったな
と改めて実感する日々です。まだまだ未熟者ですが、今後とも御指導御鞭撻の程をお願い申し上げま
す。
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日本医科大学付属病院脳神経外科
大学院生・嘱託当直医（H24 年度入局）
樋口 直司

新入局員の樋口直司と申します。
私は平成 19 年に日本医科大学を卒業後、京都大学病院で初期研修を積み、その後田附興風会医学研

究所北野病院で脳神経外科後期レジデント 3年間を終え、この度母校に大学院生として帰ってまいり
ました。
自分が大学といたころと比べ、千駄木は建て替え工事真っ最中で昔の面影はございませんが、懐かし

さとまた新たなスタートを切る新鮮な気持ちで一杯であります。身分は大学院生ですが、まずは病棟業
務で研鑽を積み、今後の自分の分野に生かせる研究テーマを見つけ、今後の脳神経外科医として切磋琢
磨する所存であります。
何分、多大なご迷惑をおかけするかもしれませんが、皆様の温かいご指導ご鞭撻の程何卒よろしくお

願い申し上げます。

日本医科大学付属病院脳神経外科
大学院生・嘱託当直医（H24 年度入局）
服部 裕次郎

入局 2年目の服部裕次郎と申します。元々他大学の小児科に勤務していましたが、腫瘍を含めた下垂
体診療・基礎医学研究の幅を拡げるために、2012 年 4 月より日本医科大学に移ってきました。日医に
縁もゆかりもない私でしたが、医局の皆々様に色々御面倒みて頂き、無事に（？）千駄木生活を過ごす
ことができました。おかげさまでこの 1年間で脳神経外科臨床の基本はある程度は身についたと思い
ます。現在は大学院生として解剖学教室に出向中ですが、当直や外勤で脳外科臨床経験も積みつつ、臨
床でも研究でも成果を出していきたいと思っています。今後ともよろしくお願い致します。
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日本医科大学武蔵小杉病院脳神経外科
専修医（H24 年度入局）
中川 俊祐

平成 24 年度に入局いたしました中川俊祐と申します。
出身は北海道札幌市、平成 22 年に日本医科大学を卒業いたしました。学生時代は相撲部、バドミン

トン部に所属しておりました。相撲部では野手先生ならびに寺尾先生より大変熱心にご指導いただき
ました。また、バドミントン部では石坂先生の 1年後輩に当たります。
初期研修は東京都保健医療公社荏原病院で 2年間行いました。荏原病院では神経系診療科目を中心

に選択し、初期研修医として様々な症例を経験させていただきました。
24 年 4 月から 25 年 1 月までは付属病院で、また 25 年 2 月より武蔵小杉病院で診療業務に従事させ

ていただいております。勉強の毎日です。まだまだ力及ばない場面が多々あり、悔しい思いをすること
が多々ありますが、諸先輩先生方より手厚く熱心にご指導いただき、本当に感謝の気持ちでいっぱいで
す。
また、頭蓋内の手術をすることへの責任の大きさを日々感じております。自分は手術場での緊張が強

く、手の震え、焦りが表に出てしまいます。これから先、確かな技術と知識を積み、どのような場面で
も過度に緊張せず、落ち着いた対処ができる様な外科医になるべく精進していきたいと思っておりま
す。
亀の様な歩みではありますが、ご指導に恩返しできるよう、日々頑張りたいと思います。今後とも末

永くお付き合いならびにご指導・ご鞭撻くださいますよう何卒よろしくお願い申し上げます。
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日本医科大学付属病院脳神経外科
専修医（H25 年度入局）
喜多村 孝雄

新入医局員の喜多村孝雄です。
平成 23 年 3 月に日本医科大学を卒業後、そのまま日本医科大学付属病院で 2年間の初期臨床研修

を修了し、平成 25 年 4 月より入局させて頂きました。
学生時代は卓球部と写真部に所属しておりました。
入局して間もないこともあり、不慣れな点が多く反省を繰り返す毎日ではありますが、同時に日々

新しい発見があり、諸先生方の懇切丁寧であたたかい御指導の下、楽しく勉強させていただいており
ます。
「すべては患者さんの為に」をモットーに、まずは目の前の 1つ 1つの仕事を大切にし、幅広く学び
たいと思います。
日本医科大学の脳神経外科医としての誇りをもって今後も精一杯頑張りますので御指導・御鞭撻の

程宜しくお願い致します。

日本医科大学付属病院脳神経外科
専修医（H25 年度入局）
馬場 栄一

挨拶文と言われても一体何を書けばいいのか迷ってしまいますが、
わずかばかりながら書かせていただきたいと思います。
そもそも自分が医療者を志したのはある映画の影響で、さらに医者、その中でも脳外科医に憧れたの

はある漫画の影響でした。世俗的で、流されやすい性格だというのは以前より自覚しているつもりで
すが、ただ、今でもなおその憧れの気持ちがモチベーションの中心になっていることを考えると、ど
うやらただの「ミーハー」というわけではないのかも知れません。むしろ「こう、なりたい」という
気持ちは、未だに抽象的ではありますが、歳を重ねるごとに強くなっています。やっと名目上は脳神
経外科医になったところですが、早く本物になれるよう精進して参りますので、沢山の皆様からのご
指導、ご鞭撻のほど何卒よろしくお願いいたします。
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日本医科大学付属病院脳神経外科
専修医（H25 年度入局）
土岐 幸生

このたび、脳神経外科教室に新しく入局致しました 土岐 幸生 と申します。
これまでの自分のことを述べますと、常に現役で過ごしてきたわけではなく、入局するまで人の何

倍も時間がかかっております。
およそ 17 年遅れでございまして、医局員の平均年齢をだいぶ底上げ致しております。
勿論、ストレートで医師になったわけでなく、前職がありまして、薬剤師として、またサラリーマ

ンとして企業に従事しておりました。さらに薬剤師も現役でなったわけでなく、以前は文系の学生で
した。大学生で過ごした年月が長く、経済学士、薬学士、医学士の三学士を有しております。
今後のことを述べますと、学生時代が長かった分、社会貢献ができなかったものですから、遅れ馳

せながらでも行ってゆきたいです。
これまで学んだ経験を生かしながら、脳神経外科専門医となり、社会一般に貢献できる医師を目指

してゆきたいと思っております。

日本医科大学千葉北総病院脳神経外科
専修医（H25 年度入局）
山田 敏雅

初めまして、新入医局員（千葉北総病院）の山田敏雅と申します。
2年間の卒後臨床研修を北総病院でおこない、そのまま脳神経外科に入りました。
中学生のころから何となく興味があったので、東京都立大学（現首都大学東京）人文学部哲学科に

いきましたが、哲学で人は救えないな、と思い（就職できなかったというのも大きいです）、高知大学
医学部医学科にいきました。クリニカルクラークシップ中盤（学部 5回生の半ば）には脳神経外科に決
めていたように思います。
出身は大阪府堺市（泉北ニュータウン）で、同じベッドタウンなのでここ北総には親近感を覚えま

す。基本的にはインドア派で、映画鑑賞が趣味ですが、身体を動かすのもわりと好きで、中高 6年間
はバスケットボール、現在は時間があればランニングをしており、フルマラソンの経験もあります。
まずは開閉頭がしっかりとできるようになりたいです。ゆくゆくは高い専門性をもち、同僚から信

頼されるような医師になりたいと思っています。
これからご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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日本医科大学 後期研修プログラム
Nippon Medical School Dept. of Neurological Surgery, Residency Program

「来れ！千駄木の丘へ」
「多摩・武蔵野の大地へ」
「北総の社へ」
日本医科大学では毎年後期研修医募集を行います。
出身大学・卒業年度は問いません。暖かい心を持ち脳の病気を担当できる診断力、治療力・ケア力の

ある医師をめざす諸君を募集します。

はじめに
日本医科大学における脳神経外科研修は、患者のためになる最高峰の脳神経外科・脳神経医療技術

と心をつけてもらうことを主眼においています。そのなかで各自が独自の希望と目標と持って、さま
ざまな専門領域を磨き、自分の目指す脳神経外科医としての成長を補助してゆきたいと考えています。
その中でも最も重要なことは
「患者第一」
です。これを実行できる力（精神力と技術、知識）をつけてもらうと同時に自分の道を追求して欲しい
と思います。

At home でフランクな環境下で“MAN TOMAN”、上級医が若手を教えまた学ぶ「屋根瓦式」の特
徴をもつ教育法をとっています。
脳神経外科医としての基礎を早くつけ、さらに高度な医療技術と精神の獲得を目指したい人、また

リサーチマインドを早くから育てたい人には最適なプログラムであると自負しています。
日本医大関連諸病院での豊富な良性脳腫瘍、間脳・下垂体腫瘍、悪性脳腫瘍などの腫瘍性疾患、脳

動脈瘤や脳虚血などの脳血管障害の手術、血管内治療や、てんかん、パーキンソン病、微小血管圧迫
症例、脊椎・脊髄疾患などから、脳神経外科の基礎を学びます。また世界に名高い高度救命救急セン
ターとは密な教育連携をとっており、研修期間中に救命救急の経験も積むことができます。関連施設
には様々な専門病院も備え、各疾患の専門医から非常に層の厚い訓練・指導がなされます。

またそのような環境の中でも、自分を持ち、個々に高い目標を持って研修出来るよう指導しています。

A：日本医科大学 後期研修制度の基本的特徴と目標
本研修の目的は専門医取得まで一貫した指導方針のもとで研修を受け、高度脳神経外科医療を習得

することです。さらに研修期間中にそして明日の日本そして世界の患者のためになる脳神経外科医を

― 57 ―



目指してもらいます。
そのために必要な知識・精神そして技術を学べる場を提供します。

B：日本医科大学脳神経外科プログラムの紹介と研修状況
当プログラムはホームページ 臨床の紹介にあるように、脳腫瘍（間脳・下垂体腫瘍、良性頭蓋底

腫瘍、悪性脳腫瘍）を脳血管障害、機能外科、脊椎脊髄手術など高度な診療技術を要する脳神経外科
疾患の治療を東京、千葉、神奈川に及ぶ地域の 4付属病院で年間 1300 件行っております。また関連
施設ではサイバーナイフ、ガンマナイフなどの特殊治療も行っています。プログラム全体では年間
2400 件の手術をしています。

現在 4付属病院に勤務するスタッフは 44 名でそれぞれの専門領域の教育を担当します。また 122
名の同門の脳神経外科医が全国で活躍しています。

現在の後期研修医はH19 年卒：2名、H21 年卒：2名、H22 年卒：1名（他入局 1名 他病院、他診
療科より）、H23 年卒：4名 卒業大学は日本医大 5名、他大学 5名です。
彼らの当直回数は月 5～7回でさらに収入確保のため外勤を月に 5～8回行っております。

大学病院での研修であるという特徴を生かし、研究や国内・国外留学などの時期については各医師
の特性や希望に応じて、フレキシブルな対応をおこなうことにしています。

研修機関：
基幹施設
日本医科大学付属病院（千駄木本院）

研修病院
日本医科大学武蔵小杉病院 脳神経外科
日本医科大学多摩永山病院 脳神経外科
日本医科大学千葉北総病院 脳神経センター
埼玉脳神経外科病院
森山記念病院 脳神経外科
北村山公立病院 脳神経外科
東京共済病院 脳神経外科
医療法人社団悦伝会目白病院 脳神経外科
横浜新緑総合病院 脳神経外科
南町田病院 脳神経外科

関連施設
東京都立神経病院 脳神経外科
国立がん研究センター中央病院 脳神経外科
国立成育医療研究センター 脳神経外科
東京都保健医療公社荏原病院 脳神経外科
医療法人社団悦伝会目白第二病院 脳神経外科
博慈会記念総合病院 脳神経外科
平成立石病院 脳神経外科
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O：初期研修（卒後 1～ 2年目）INTERN

①全身の基本診察、診断手技習得
②脳神経の基本診察、診断手技習得
③外科手術手技の基本（切開、縫合、穿刺）の習得

I：後期研修医 1年目（卒後 3年目）Junior Year：G3

①脳神経外科・脳卒中の基本的診療技術の獲得（入院診療：CT、MRIの読影・腰椎穿刺・血管撮影・CVP
挿入・気管切開など）

②穿頭術・開頭術（前・側・後頭部）・シヤント術等脳神経外科マクロ手術技術の獲得
③脳神経手術器具（ECHO、CUSA、NAVIGATION、MONITORING、内視鏡、顕微鏡）などの基本使
用技術習得

④練習システムによるマイクロ手術手技の研鑽（年間 1万針以上）
⑤情報収集（論文やオンライン情報、講演内容の取得）・情報発信（学会や論文発表）
⑥練習量・達成度に応じて早期からマイクロ手術なども経験する
等を目標にします。

II：後期研修 2年目（卒後 4年目）Senior Year：G4

①脳神経外科・脳卒中のさらに高度な診療技術の獲得（入院・外来診療）
②より複雑な開頭手技のマスター、マイクロ手術の経験、血管撮影などの技術習得
③練習システムによるマイクロ手術手技の研鑽（同上）、動物実験施設における手術手技研修も行う
④学会発表・論文発表の機会を増やす
⑤技術研修会・他の施設見学等を推奨する。

III：後期研修 3年目（卒後 5年目）：G5

①他施設、他診療科、海外等施設見学　留学
②さらに高度な医療の習得に向けた準備
③大学院基礎研究テーマ、または臨床研究テーマ準備

IV：後期研修 4年目（卒後 6年目）：G6　Chief resident

①研修施設・関連施設　および他大学や他プログラムでの研修を中心とします。
②これまでに習得した知識の再確認と異なる方法の認知
③卒後 4年目までに最低 4編の論文を出版・最低年 1回の学会発表することを目標にし、指導を受ける。

V：卒後 7年目専門医取得以降　当院Chief resident・当院・他院Fellowship

①千駄木本院または 4付属病院を中心にローテーション（チーフレジデント）
②脳神経外科専門医取得。他のサブスペシャリティー専門医取得準備。
③当科におけるさらに高度な専門医療を習得する。
間脳・下垂体内視鏡外科、頭蓋底手術、脳血管治療フェローシップ（頭蓋底手術、バイパス、血管障害の
手術、血管内治療手技の研修）、脊椎・脊髄外科、てんかん・パーキンソン病治療など専門技術の取得、
またその他の専門性をもった病院への年単位での国内留学的派遣。
④大学院での研究
⑤海外での研修
等の将来進路を選択。進路についてさまざまな相談に応じます。

各年度おおよその技術習得目標（あくまで技術でのめやすです）
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千駄木本院週間予定
曜日 月 火 水 木 金 土 日

AM7：30～ 朝カンファ§ 朝カンファ・
回診§ 休日

AM9：30～ 手術
外来 外来 手術/

外来
手術/
外来

手術/
外来 外来

PM～5：00 手術
外来 外来 手術/

外来
手術/
手術

手術/
外来 外来

夕 夕カンファ
（月 2）†

夕カンファ
（毎週）‡

夕カンファ
（月 1）∬

外来枠 初診：1
通常：2 通常：3 初診：1

通常：1 通常：3 初診：1
通常：2 通常 2

§：朝カンファランス：脳神経外科手術を 1時間～ 1時間 30 分
†：月曜日　夕カンファ　臨床手術カンファランス（月1回神経内科合同カンファランス、月1回M&M
カンファランス）
‡：火曜日　夕カンファ　大学 4付属病院および関連研修施設　合同カンファランス
∬：木曜日　月 1回　内分泌カンファランス

年度概要

初期研修 後期 1年 後期 2年 後期 3年 後期 4年 後期 5年目
以降

初期臨床研修
全身医療・神
経診療の基礎

脳外科基礎診療
マクロ手術

高度脳外科
マクロ・マ
イクロ手術

他流見学
高度医療準備
マイクロ手術

マイクロ手術
Chief 
resident

Chief 
resident

大学院入学・国内／国際留学はどの時点でも可能

D：当科の業務紹介
朝カンファランス風景
脳外科医、神経放射線科医、学生等を含めた 1例 1例の詳細な検討が加えられる
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MICROSRUGERY TRAINING COURSE（JUNE 7, 2013）

手術室風景
高い技術レベルの習得をめざす

病院外研修
年 1～2回外科技術修練施設でのマイクロ研修 豚やモデルを用いて皆で高度な医療技術を磨く。そ

の他 他大学との交流を通じて様々なスキルを学ぶ機会を準備しています。
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深部血管剥離 豚の開頭

豚脳切開と止血 GRAFT BYPASS 手術

しっかりしたマイクロ技術をつける訓練
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ENDOVASCULAR SIMULATION

当教室での学術集会開催
2012 年 11 月 第 40 回日本頭痛学会
2011 年 12 月 第 116 回日本脳神経外科学会関東支部地方会
2010 年 6 月 第 8回日中友好脳神経外科学会
2010 年 3 月 第 83 回日本内分泌学会
2009 年 10 月 第 68 回社団法人日本脳神経外科学会総会
2008 年 2 月 第 31 回日本脳神経CI 学会
2005 年 4 月 第 23 回日本脳神経病理学会
2002 年 11 月 第 9回日本神経内視鏡学会
1991 年 第 8回 Pan-Pacific Surgical Association Japan Chapter
1968 年 10 月 第 27 回日本脳神経外科学会総会

当科にて研修を行う場合、専門医取得を目標に
①日本脳神経外科学会
②日本脳神経外科コングレス
③日本脳卒中学会 脳卒中の外科学会 日本神経血管内治療学会
④日本脳腫瘍学会、日本脳腫瘍の外科学会、日本脳腫瘍病理学会
⑤日本脊髄外科学会
⑥日本定位機能外科学会 日本てんかん学会

等の関連学会に入会して研修を開始します。

E：当教室研修後の進路
当教室研修後の進路は、大学院入学、大学助教へ就職、当教室でのさらに専門的分野のフェローシッ

プ、その他の施設でのさらに専門的医療の研修・就職、海外留学など多方面の道があります。
当教室では、頭蓋底外科、内視鏡外科、下垂体外科、脳血管障害の外科、悪性脳腫瘍の外科、脊椎・

脊髄外科、機能外科（てんかん、パーキンソン）、脳血管内治療の専門訓練を行っています。さらに研
究領域もそれぞれ深い研究をおこなっています。欧米雑誌への論文掲載は 2012 年度は 30 件、日本語
の論文、著書は 70 件です。しっかりとした臨床、研究、論文指導を行い、確固とした専門性をもっ
た医師に育てます。
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また大学院生、研究生として、東京大学医科学研究所や京都大学社会健康医学などその他の教育機
関での研究を行える体制作りをしています。

メンター制を導入し、細かい進路指導を行っています。

G：連絡先
年間いつでも見学を受け入れていますので、興味のある方はぜひ見学にいらしてください。
また専門領域フェローシップ研修に関する質問も受け付けます。
当科の後期研修およびフェローシップについて知りたい・応募したいという先生は下記までご連絡

ください。
応募希望者は履歴書・応募理由書を 2013 年 10 月末までにお送りいただきます。

〒113―8603
東京都文京区千駄木 1―1―5
日本医科大学 脳神経外科教室
医局長 村井 保夫
neurosurgery@nms.ac.jp
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教室行事

1�5 （木） 仕事始め
1�7 （土） 教室新年会（東京ドームホテル 42 階ペガサス）
2�17（金） 第 7回文京ニューロサイエンスフォーラム（橘桜会館 2階橘桜ホール）

高知大学医学部神経精神科学教室 准教授 下寺 信次 先生
3�6 （火） 第 4回 NMS Neurosurgery Update（帝国ホテル本館 3階扇の間）

東京大学大学院医学系研究科脳神経外科 教授 斎藤 延人 先生
北海道大学大学院医学研究科脳神経外科学分野 教授 宝金 清博 先生

3�27（火） 第 695 回合同カンファレンス（特別合同カンファレンス）
（東京ドームホテル地下 1階オーロラ）

4�10（火） 第 697 回合同カンファレンス 第 16 回多摩部会
4�15（日） 日本医科大学創立記念日
4�24（火） 新入医局員歓迎会（帝国ホテル東京本館 4階桜の間）
6�23（土） 寺本 明 主任教授 退任記念祝賀会（ホテルオークラ東京本館 1階曙の

間）
7�3 （火） 第 706 回合同カンファレンス 第 17 回丸子部会
8�2 （木）― 8�4 （土） 専門医試験
10�17（水）―10�19（金） （社）日本脳神経外科学会 第 71 回学術総会（大阪国際会議場）
11�27（火） 第 720 回合同カンファレンス第 17 回北総部会
12�11（火） 第 7回同門会・教室忘年会（ホテルオークラ別館 2階）
12�29（土） 仕事納め

定例カンファレンス
1．教室合同カンファレンス（付属病院脳神経外科医局）
第 686 回から 723 回

2．脳腫瘍カンファレンス（付属病院脳神経外科医局）
第 12 回から第 18 回

3．神経内科合同カンファレンス（教育棟講義室・教育棟第一会議室）
第 163 回から 173 回

4．内分泌カンファレンス（健診医療センター地下 2階、B棟 7階カンファレンス室）
2�16（木）、3�15（木）、4�26（木）、5�17（木）、7�26（木）、9�20（木）、10�25（木）、11�15（木）、
12�20（木）

5．神経放射線カンファレンス（脳神経外科医局）
2�21（火）、5�15（火）、7�17（火）、11�20（火）
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脳神経外科的手術の総数 285 196 132 126 75 33 367 0 153 103 52 58 113 115 153 57 35 0 

脳腫瘍

（1）摘出術 33 0 16 0 12 0 23 0 6 0 0 2 1 1 21 3 2 0

（2）生検術 2 1 2 0 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

　　①開頭術 0 1 2 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

　　②定位手術 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（3）経蝶形骨手術 93 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0

（4）広範囲頭蓋底腫瘍切除・再建術 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

脳血管障害

（1）破裂動脈瘤 7 27 5 32 3 4 37 0 13 2 3 13 26 17 15 8 5 0

（2）未破裂動脈瘤 19 0 6 1 2 0 39 0 0 1 0 2 11 11 6 0 3 0

（3）脳動静脈奇形 2 1 4 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0

（4）頚動脈内膜剥離術 4 0 22 0 0 0 7 0 0 0 0 10 0 4 2 0 3 0

（5）バイパス手術 6 0 3 1 0 0 19 0 0 0 0 8 0 10 3 0 2 0

（6）高血圧性脳内出血 3 22 4 13 1 2 8 0 3 15 4 1 14 4 18 6 2 0

　　①開頭血腫除去術 3 19 4 8 1 2 6 0 3 6 4 1 3 4 18 6 2 0

　　②定位手術 0 3 0 5 0 0 2 0 0 9 0 0 11 0 0 0 0 0

その他 6 21 0 8 0 0 2 0 1 11 9 0 0 7 4 0 0 0

外傷

　　①急性硬膜外血腫 0 3 0 5 1 2 2 0 4 2 0 0 1 0 1 0 0 0

　　②急性硬膜下血腫 3 12 3 6 1 6 10 0 0 9 3 0 2 4 2 0 2 0

　　③減圧開頭術 0 7 2 3 1 11 3 0 0 1 0 0 1 4 8 0 0 0

　　④慢性硬膜下血腫 36 9 22 5 11 2 52 0 46 17 27 17 51 39 32 37 10 0

その他 0 12 0 23 0 1 0 0 4 6 4 0 2 3 0 0 1 0

奇形

　　①頭蓋・脳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　②脊髄・脊椎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水頭症

　　①脳室シャント術 12 11 5 10 11 1 18 0 3 9 2 4 0 5 14 0 3 0

日本医科大学各付属病院・関連病院 手術症例集計（平成 24年）
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　　②内視鏡手術 4 1 0 2 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0

脊髄・脊椎

（1）腫瘍 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0

（2）動静脈奇形 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（3）変性疾患 16 0 33 0 1 0 26 0 48 0 0 0 0 0 13 0 0 0

　　①変形性脊椎症 12 0 33 0 1 0 24 0 31 0 0 0 0 0 13 0 0 0

　　②椎間板ヘルニア 0 0 0 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　③後縦靭帯骨化症 4 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（4）脊髄空洞症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 8 2 0 3 0 0 16 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機能的手術

（1）てんかん 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

（2）不随意運動、頑痛症 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　①刺激術 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　②破壊術 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（3）脳神経減圧術 0 0 0 2 0 0 28 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

血管内手術

（1）総数 5 49 0 10 1 3 69 0 0 27 0 0 4 5 3 1 2 0

（2）動脈瘤塞栓術 0 15 0 3 0 3 8 0 0 26 0 0 3 0 0 1 2 0

　　①破裂動脈瘤 0 14 0 2 0 3 2 0 0 23 0 0 1 0 0 1 0 0

　　②未破裂動脈瘤 0 1 0 1 0 0 6 0 0 3 0 0 2 0 0 0 2 0

（3）動静脈奇形 0 5 0 1 0 0 10 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

　　①脳 0 4 0 1 0 0 8 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

　　②脊髄 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（4）閉塞性脳血管障害 0 9 0 5 0 0 18 0 0 1 0 0 0 5 3 0 0 0

（内ステント使用例） 0 2 0 0 0 0 8 0 0 1 0 0 0 5 0 0 0 0

その他 5 20 0 1 1 0 33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 24 17 2 0 7 0 0 0 2 2 0 1 0 1 0 2 0 0
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主催学会一覧

第 27 回日本脳神経外科学会総会
1968.10.13-15 日本都市センター・全共連ビル 会長

第 56 回日本神経学会関東地方会
1976.02.28 日本都市センター 会長

第 12 回日本脳神経外科学会関東地方会
1983.12.10 日本大学会館大講堂 会長

第 36 回日本脳神経外科学会関東地方会
1989.11.25 日本都市センター 会長

第 8回 Pan-Pacific Surgical Association Japan Chapter
1991 Hawaii Convention Center（Honolulu） 会長

第 16 回日本神経外傷研究会
1993.03.18-19 安田火災海上本社ビル 会長

第 4回意識障害の治療研究会
1995.03.30 経団連会館 会長

第 1回植物症・尊厳死・脳死に関するシンポジウム
1995.03.31 経団連会館 会長

第 65 回日本脳神経外科学会関東地方会
1997.03.08 アサヒビール吾妻橋ビル 会長

第 9回日本間脳下垂体腫瘍学会
1999.02.18-19 アルカディア市ヶ谷 会長

第 34 回関東脳神経外科懇話会
1999.11.07 後楽園会館 会長

第 6回日本脳代謝モニタリング学会
2000.07.01 東京商工会議所 国際会議場 会長

第 11 回臨床内分泌代謝Update
2001.03.15 日本都市センター 会長代行

第 87 回日本脳神経外科学会関東地方会
2002.09.14 日本医科大学橘桜会館 会長

第 9回日本神経内視鏡学会
2002.11.28-29 東京ドームホテル 会長

第 13 回日本脳ドック学会総会
2004.06.11-12 東京ドームホテル 会長

第 16 回 Asia-Pacific Endocrine Conference
2004.09.20-21 Legend Hotel Saigon（Ho Chi Minh City） 会長

第 23 回日本脳腫瘍病理学会
2005.04.21-22 都市センターホテル 会長

第 10 回日本内分泌病理学会
2006.11.03-04 日本医科大学橘桜会館 会長

第 18 回 ACTH・CRH研究会
2007.03.17 経団連会館 国際会議場 会長

第 16 回脳神経外科手術と機器学会
2007.04.12-13 東京ドームホテル 会長
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第 31 回日本脳神経CI 学会
2008.02.21-22 東京ドームホテル 会長

第 1回日本整容脳神経外科研究会
2008.02.22 東京ドームホテル 会長

社団法人日本脳神経外科学会第 68 回学術総会
2009.10.14-16 京王プラザホテル 会長

第 83 回日本内分泌学会学術総会
2010.3.25-28 国立京都国際会館 会長

第 8回日中友好脳神経外科会議
2010.06.18-19 成都新会展センター 会長

第 116 回日本脳神経外科学会関東地方会
2011.12.10 日本医科大学橘桜会館 会長

第 40 回日本頭痛学会総会
2012.11.16-17 東京ドームホテル 会長

第 25 回日本脳ドック学会
2016 会長予定
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編集後記

2012 年度日本医科大学脳神経外科学教室業績集が完成いたしました。今回はこれまでの業績集か
ら大幅な内容変更となり、それに伴いコンテンツの準備に時間がかかりました。例年は教室業績のま
とめというシンプルな構成でしたが、今回は対外的に広く教室の活動を紹介する目的が中心になりま
した。教室員の日々の臨床・研究・教育活動を記録し、振り返り、今年度以降にさらに個々人が発展
し、ひいては教室全体の発展につながることに役立てばこの業績集が有意義なものになるでしょう。
教室秘書の澤田 有美さんには、この業績集の企画、資料収集から編集まで、ほとんどすべての作

業を行なっていただきました。澤田さんなくしてはこの業績集の完成はありませんでした。ここに教
室員を代表して敬意と感謝の意を表します。

2013 年 7 月吉日
2012 年度日本医科大学教室業績集

編集担当 山口 文雄
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広告掲載会社一覧

■アステラス製薬株式会社

■小野薬品工業株式会社

■キューピー株式会社

■杏林製薬株式会社

■協和発酵キリン株式会社

■グラクソスミスクライン株式会社

■サノフィ株式会社

■CSL ベーリング株式会社

■武田薬品工業株式会社

■中外製薬株式会社

■株式会社ツムラ

■帝人ファーマ株式会社

■東レメディカル株式会社

■日本ゴア株式会社

■日本メジフィジックス株式会社

■ノボノルディスクファーマ株式会社

■ファイザー株式会社
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